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北
海
道
に
於
け
る
農
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

一
、
は
し
が
さ

二
、
農
作
中
心
の
意
義
、
性
質
、
並
び
に
之
れ
が
制
査
方
法

一
ニ
、
北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
位
置
及
び
共
移
動

ィ
、
木
選
畑
作
中
心
の
東
北
進
、
並
ぴ
に
共
の
近
年
の
位
置
及

び
移
動

日
、
木
選
米
作
中
心
の
東
北
逸
、
並
び
に
共
の
近
年
の
位
置
及

ぴ
移
動

戸
、
本
道
良
耕
地
中
心
の
東
北
進
、
並
び
に
農
作
(
同
州
合
計
〉

中
心
の
近
年
の
位
置
及
び
移
動

て
は

カ1

し

き

ー←ト事A

JIe 

'同.、ι4
L
 

又

ニ
、
北
米
合
宋
凶
に
於
げ
ろ
段
業
中
心
の
位
置
及
び
其
の
移
動

示
、
農
作
正
中
鮎
〔
本
選
に
於
げ
る
調
査
、
北
米
合
衆
闘
に
於

げ
る
調
査
)

五
、
北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
の
枇
合
経
済
的
関
係

ィ
、
木
道
農
作
中
心
の
移
動
と
土
地
政
策
と
の
閥
係

目
、
本
選
農
作
中
心
の
既
往
移
動
と
人
口
山
中
心
と
の
関
係

丹
、
本
道
農
作
中
心
の
近
年
移
動
主
人
口
中
心
と
の
関
係

六
、
北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
移
動
の
将
来
(
段
耕
遁
地
中
心

州
適
地
中
心
、
水
悶
遁
地
中
心
〉

北
海
道
が
一
部
先
畳
人
士
に
依
り
て
重
要
減
せ
ら
れ
、
其
の
開
穫
の
必
要
に
若
目
せ
ら
れ
た
る
は
既
に
蓮
く
数
百
年
前
に
あ
り
と

せ
ら
れ
て
居
る
。
然
れ
h

と
も
明
治
初
年
に
至
る
ま
で
は
産
業
と
し
て
之
ぞ
見
得
る
も
の
は
一
に
漁
業
あ
る
に
過
ぎ
な
い
有
様
で
あ
っ

た
。
北
栴
遁
の
農
業
が
産
業
と
し
て
の
護
蓮
の
緒
に
つ
い
た
の
は
貰
に
明
治
以
後
の
事
に
属
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
僅
か
に
六
十
飴

I 

北
海
道
に
於
げ
る
佳
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
餅
究



北
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げ
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農
作
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心
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移
動
に
閲
す
る
研
究

9 
角M

年
を
経
た
る
じ
過
ぎ
ホ
其
の
歴
史
は
短
い
。
而
か
も
此
の
聞
に
於
け
る
護
展
の
跡
は
極
め
て
顕
著
な
る
も
の
あ
り
、
弐
表
に
見
る
が

如
く
、
明
治
二
年
開
拓
使
設
置
の
年
に
於
て
八
百
町
歩
飴
に
過
ぎ
な
か
っ
た
懇
成
耕
地
が
、
今
日
其
の
面
積
八
十
万
町
歩
右
越
え
、

山
口
旧
時
の
約
一
千
倍
に
及
ぶ
に
至
っ
た
。

北
海
道
懇
成
耕
地
面
積
累
年
比
較
表

年

次

耕

地町

八
一
五
・
ニ

二
、
九
一
瓦
・
八

七、

O
八
六
・
八

一
問
、
九
二
七
・
六

ゴ
二
、
一
一
一
五
一
・
同

五
七
、
三
二
八
・
一

一
同
二
、
六
一
四
・
八

二
八
八
、
九
二
五
・
六

四
二
七
、
九
七
四
・
九

大
一
七
、
太
一

0
・一

七
一
一
二
一
二
三
・
七

七
四
六
、
五
三
七
・
六

七
九
五
、
一
九
一
・
五

八
一
六
、
一
一
九
・
一

八
三
九
、

O
七

0
・阿

八
五
四
、
五
七
七
・
一
ニ

ヘ
四
八
、

O
二
二
・
丸

町

一一一一一一一一・一一一

四
二

0
・}

五
六
二
・
一
ニ

一
二
九
二
・
七

一一、

O
七
四
・
六

一
一
、
五
九
八
・

O

五
、
九
コ
二
・
二

一
八
、
七
七
二
・
五

二
問
、
ム
ハ
ゴ
一
七
・

0

四
九
、
三
五
ニ
・
四

六
三
、
一
ニ
二
ニ
・
七

六
七
、

O
四
五
・
。

七
O
、
八
七
阿
・
七

七
一
二
、
八
七
九
・
二

八
一
ニ
、
八
四
六
・
一

九
三
、
三
五
四
・
九

一
O
五
、
二
八
二
・
六

四
八
二
・
九

二
、
同
九
五
・
七

六
、
去
二
問
・
五

一
一
ニ
、
七
三
阿
・
九

二
九
、
二
七
六
・
八

五
四
、
七
三

0
・一

一
三
六
、
六
八
三
・
六

二
七

O
、
一
五
三
・
一

同

O
三
、
三
三
七
・
九

五
六
八
、
二
五
七
・
七

六
問
七
、
九
一

0
・
0

六
七
九
、
一
三
二
・
六

七
二
問
、
コ
一
一
六
・
八

七
問
二
、
一
二
ニ
九
・
九

七
五
五
、
二
二
四
・
三

七
六
一
二
一
一
二
一
・
問

七
四
一
一
、
七
四

0
・三

事基

成

悶
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明

治

二

年

明

治

五

年

明

治

十

年

明

治

十

五

年

明

治

二

十

年

明

治

二

十

五

年

明

治

三

十

年

明

治

三

十

五

年

明

治

問

十

年

大

正

一

五

年

大

正

五

年

大

正

六

年

大

正

七

年

大

正

八

年

大

正

九

年

大

正

十

年

大

正

十

一

年



昭If日 時;大大大

lE IE正
和平11 平日

十十十

三二元四三二

~I三年年五iミ年 11:

八
二
六
、
四
四
六
・
大

七
九
八
、
八
一
一
・
二

七
八
六
、
三
三
六
・
八

七
八
問
、
二
六
九
・
一

七
八
九
、
間
二
九
・
五

八
O
七
、
五
O
一・七

一
一
八
、
一
二
九
・
八

一
二
七
、
三
五
一
・
一
ニ

一一ニ六、

o
一
一
・
二

一
四
六
、
六
二
七
・
七

一
五
八
、
九
一
四
・
一

一
七
四
、
阿
七
四
・
八

七
O
八
、
一
一
二
六
・
八

六
七
一
、
四
五
九
・
九

六
五
O
、
三
二
五
・
六

六
三
七
、
大
四
一
・
四

六一ニ

O
、
五
一
五
・
同

六
三
一
ニ
、
O
二
六
・
九

比
較
的
短
年
月
間
に
於
て
向
斯
く
の
如
き
念
蓬
な
る
護
展
賦
態
は
濁
り
北
海
道
の
如
き
新
開
園
土
に
於
て
の
み
能
く
之
を
見
得
る
も

の
で
あ
っ
て
.
醤
開
府
牒
の
如
き
に
あ
り
て
は
到
底
此
の
比
あ
る
な
認
め
る
事
不
可
能
で
あ
る
。

耐
か
も
前
掲
表
に
つ
き
夏
に
之
を
詳
細
に
臨
検
す
る
な
ら
ば
、
さ
し
も
著
し
き
増
大
卒
を
以
て
護
展
し
来
れ
る
本
遁
農
耕
地
面
積

の
憤
張
色
、
大
正
十
年
以
来
は
却
っ
て
精
々
減
少
せ
る
の
事
賓
さ
へ
現
は
れ
、
近
年
其
の
輩
出
成
は
停
頓
の
賦
態
そ
示
し
て
居
る
。
即

ち
田
而
積
は
常
局
の
奨
励
補
助
と
民
間
の
走
田
熱
と
に
よ
り
依
然
と
し
て
憤
張
の
趣
勢
に
あ
り
、
来
畑
地
に
於
て
も
一
方
開
墾
・
荒

地
復
奮
・
地
目
盛
換
等
に
よ
る
憤
張
あ
れ
ど
も
、
他
方
之
と
は
逆
に
畑
地
は
年
々
或
は
田
地
に
鐙
換
せ
ら
れ
、
或
は
宅
地
・
道
路
・

錨
遁
・
河
川
・
水
路
等
の
敷
地
と
し
て
一
部
其
の
面
積
を
奪
は
る
L
外
、
荒
地
と
し
て
潰
麿
に
蹄
す
る
も
の
も
亦
甚
古
大
に
し
て
、

之
を
全
体
と
し
て
見
る
時
は
、
濁
り
前
述
の
膿
張
部
分
と
相
殺
す
る
の
み
か
、
夏
ら
に
絶
針
面
積
に
於
て
縮
少
せ
る
年
弐
さ
へ
之
を

見
た
。
之
れ
一
一
一
日
ふ
ま
で
も
な
く
戦
後
好
景
気
の
後
を
受
げ
て
の
浸
性
的
農
業
不
況
に
其
の
重
大
な
る
原
因
を
見
る
べ
き
で
は
あ
ら
う

が
、
夏
ら
に
北
抱
遁
農
耕
地
蟻
援
の
勢
の
近
年
漸
く
弱
化
せ
る
事
置
を
否
む
事
が
出
来
な
い
。
即
ち
之
を
換
言
す
れ
ば
、
北
海
道
農

業
の
護
蓬
は
既
に
一
段
階
を
終
へ
.
此
慮
に
夏
ら
に
新
ら
た
な
る
護
展
方
議
に
向
ふ
べ
き
一
轄
期
に
際
曾
し
て
居
る
も
の
と
言
ふ
事

が
出
来
よ
う
と
忠
ふ
。

3 

此
の
時
に
宮
り
、
渡
島
園
の
一
角
に
初
ま
っ
た
本
遁
の
農
業
が
今
日
の
護
展
段
階
に
達
す
る
ま
で
、
其
の
問
地
域
的
に
如
何
な
る

方
向
を
取
り
て
準
み
来
っ
た
か
、
而
し
て
其
の
今
日
の
現
賦
は
池
域
的
に
綜
合
観
察
す
れ
ば
如
何
な
る
位
置
に
蓮
し
居
る
か
等
に
つ

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究



北
海
滋
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
ろ
研
究

四

4 

き
統
計
的
調
査
研
究
h
q
潟
す
は
‘
本
蓮
農
業
費
蓮
の
特
殊
牲
に
鑑
み
て
.
内
地
府
鯨
に
於
け
る
其
と
は
別
種
の
必
要
と
興
味
在
感
す

る
も
の
で
あ
る
。

此
の
故
に
私
は
、
本
選
農
業
作
付
面
積
を
一
般
畑
作
と
米
作
と
に
二
大
分
し
て
.
其
の
各
々
に
つ
き
.
嘗
て
高
岡
博
士
が
調
査
研

究
せ
ら
れ
た
る
「
北
海
道
に
於
け
る
人
日
中
心
及
正
中
鈷
に
闘
す
る
研
究
」
に
倣
ひ
、
北
米
合
衆
国
の
農
業
中
心
調
査
に
規
っ
て
、

之
れ
が
中
心
並
に
正
中
貼
を
調
査
せ
る
結
果
を
此
底
に
論
述
す
る
失
策
で
あ
る
。
査
し
一
固
に
於
け
る
農
業
護
蓮
の
梓
一
度
を
知
る
の

要
素
と
し
て
は
、
農
業
生
産
物
の
数
量
、
其
の
償
額
、
土
地
償
額
、
投
下
資
本
の
額
、
農
揚
牧
盆
額
、
農
業
人
口
、
耕
地
面
積
等
種

々
の
方
面
か
ら
之
や
観
察
す
る
の
必
要
な
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
此
ド
胞
に
農
業
作
付
面
積
の
盤
濯
は
北
海
道
農
業
の
今
日
ま
で
の
護

連
経
過
そ
知
る
が
矯
め
に
は
最
も
代
表
的
の
目
安
大
る
べ
き
を
信
す
る
が
故
で
あ
る
。

=
‘
農
作
中
心
の
意
義
.
性
質
並
に
此
点
が
調
査
方
法

佳
作
の
「
中
心
」
と
は
、
高
岡
博
士
に
於
け
る
人
口
の
「
中
心
」
と
其
の
意
義
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ
り
、
唯
彼
は
人
口
に
闘

す
る
小
心
で
あ
り
、
此
は
農
作
に
関
す
る
中
心
で
あ
る
と
言
ふ
馳
に
相
違
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
博
士
に
於
け
る
研
究
封
象
た
る

人
口
を
私
は
農
業
作
付
地
に
採
り
た
る
ま
で
ど
あ
る
。
従
っ
て
此
島
に
所
調
農
作
中
心
と
は
調
査
せ
ん
と
す
る
或
匝
域
の
土
地
を
以

て
重
量
な
き
一
の
卒
雨
と
偲
定
し
、
唯
農
業
作
付
地
の
み
を
、
(
畑
作
中
心
調
査
の
揚
合
は
畑
作
付
地
の
み
を
.
米
作
中
心
調
査
の

場
合
は
米
作
付
地
の
み
を
)
以
て
重
量
そ
有
す
る
も
の
と
見
倣
し
、
間
早
位
作
付
面
積
に
針
す
る
重
量
は
常
に
一
定
な
り
と
す
る
。
而

し
て
其
の
調
査
期
に
於
て
、
該
調
査
地
域
内
に
於
け
る
各
作
付
地
が
其
の
卒
面
上
に
座
カ
を
及
陪
す
時
、
井
、
の
平
面
ぞ
支
持
し
て
東

西
市
北
が
均
衡
ぞ
保
つ
様
な
該
卒
面
上
の
一
貼
宇
佐
言
ふ
の
で
あ
る
。
之
を
換
言
す
れ
ば
農
作
中
心
と
は
調
査
広
域
内
に
於
け
る
農
業

作
付
地
の
重
心
に
外
な
ら
な
い
。

従
っ
て
農
作
中
心
と
は
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
か
は
自
ら
分
明
で
あ
る
。
即
ち
農
作
中
心
の
位
置
は
調
査
匝
域
内
各
地
方
の
作
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付
地
面
積
の
康
狭
、
粗
密
航
態
が
東
西
南
北
何
れ
so
其
の
中
心
ぞ
離
る
L
距
離
の
大
小
に
感
じ
て
、
或
は
互
に
相
殺
し
、
或
は
互
に

加
重
し
合
ひ
て
、
影
響
せ
ら
る
L
も
の
で
あ
る
。
更
に
之
t
q
詳
言
す
れ
ば
、
各
地
方
に
於
け
る
各
農
業
作
付
地
は
、
何
れ
も
其
の
両

積
の
康
狭
と
其
の
中
心
を
去
る
距
離
の
大
小
と
の
相
乗
積
に
比
例
す
る
力
ぞ
以
て
、
中
心
を
各
自
ら
の
地
貼
に
引
き
得
せ
ん
と
す

る
。
而
し
て
此
の
何
れ
も
方
向
を
異
に
す
る
大
小
数
多
の
諸
力
が
互
に
東
西
南
北
其
の
向
ふ
慮
の
方
向
に
依
っ
て
、
相
反
す
る
諸
分

力
は
相
殺
し
、
相
一
致
す
る
諸
分
力
は
加
重
し
合
ひ
て
作
用
し
、
結
局
農
作
中
心
は
此
等
数
多
の
諸
分
力
の
合
力
に
依
っ
て
其
の
位

置
は
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
皐
克
農
作
中
心
は
調
査
厄
域
内
に
於
け
る
農
業
作
付
地
の
地
域
的
分
布
賦
態
に
麿
じ
、
綜
合
的

に
見
て
、
其
の
宿
な
る
地
域
に
近
く
、
其
の
粗
な
る
地
域
に
遠
く
位
置
す
る
理
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
吾
人
は
農
作
中
心
の
所
有
そ

調
査
す
る
事
に
依
っ
て
、
能
く
調
査
院
域
内
に
於
け
る
農
業
作
付
地
の
地
域
的
相
封
的
分
布
賦
態
そ
最
も
簡
明
に
大
観
す
る
事
丸
信
得

る
許
り
で
は
な
く
、
夏
に
時
期
を
具
に
せ
る
調
査
を
互
に
比
較
し
其
の
中
心
の
移
動
を
吟
味
す
る
時
は
該
調
査
院
域
内
に
於
け
る
農

業
作
付
地
の
地
域
的
分
布
の
相
針
的
推
移
の
方
向
及
び
其
の
程
度
を
最
も
正
確
に
認
識
す
る
事
を
得
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

火
に
農
作
中
心
の
調
査
は
如
何
な
る
方
法
に
依
る
か
と
言
ふ
に
、
前
蓮
農
作
中
心
の
意
義
に
よ
り
自
ら
分
明
で
あ
る
。
即
ち
調
査

区
域
内
に
於
け
る
農
業
作
付
地
は
何
れ
も
開
単
位
面
積
に
針
し
て
相
等
し
き
重
量
を
有
す
る
も
の
と
し
て
其
の
重
心
を
算
出
す
れ
ば
足

る
。
然
れ
ど
も
農
業
作
付
地
の
地
域
的
分
布
は
極
め
て
庚
汎
な
る
が
故
に
、
各
一
反
歩
或
は
一
町
歩
を
基
礎
と
し
て
其
の
中
心
を
算

出
す
る
が
如
き
は
其
の
煩
に
桂
へ
示
、
叉
我
園
の
統
計
材
料
は
到
底
斯
く
の
如
き
方
法
を
詐
さ
な
い
。
此
の
故
に
私
は
北
海
道
に
於

げ
る
賓
欣
と
統
計
材
料
の
使
用
上
に
於
て
最
も
便
宜
に
し
て
、
然
か
も
可
能
の
範
閣
に
於
て
円
以
も
正
確
か
}
期
し
得
る
方
法
大
ゐ
高
岡

博
士
の
人
日
中
心
に
閲
す
る
調
査
方
法
を
其
の
佳
此
屈
に
適
用
し
た
。
即
ち
最
小
行
政
区
域
た
る
全
遁
二
百
七
十
筒
の
市
町
村
を
基

礎
と
し
其
の
同
域
内
農
業
作
付
池
の
中
心
は
其
の
行
政
役
揚
の
所
有
地
に
あ
り
と
之
そ
仮
定
し
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
各
小
地

域
の
各
中
心
を
仮
定
す
る
時
は
、
調
査
区
域
に
於
け
る
棉
農
業
作
付
地
の
中
心
算
定
の
方
法
は
力
墜
に
於
け
る
重
心
決
定
の
方
法
に

5 

依
り
て
之
を
機
械
的
に
算
出
し
得
る
3

北
海
道
に
於
げ
る
佳
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

五
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一
、
北
海
遁
に
於
げ
‘
お
農
作
中
心
の
位
置
友
び
其
の
移
動

北
侮
遁
に
於
け
る
農
作
中
心
を
算
出
調
査
や
J

る
が
矯
め
に
其
の
調
査
材
料
と
し
て
の
市
村
別
農
業
作
付
面
積
は
、
北
泊
道
臨
統
計

書
に
於
け
る
「
墾
成
耕
地
」
或
は
「
耕
地
面
積
」
の
集
計
の
基
礎
た
る
各
市
町
村
長
よ
り
北
栴
遺
贈
長
官
宛
報
告
せ
る
書
類
の
趨
木

に
依
っ
て
之
を
得
る
事
が
出
来
る
。
然
れ
ど
も
古
き
年
夫
の
数
字
は
或
は
紛
失
し
、
或
は
火
災
の
矯
め
に
漉
失
し
て
十
分
に
之
を
手

に
す
る
事
を
得
な
い
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
此
の
故
に
私
は
大
正
九
年
ハ
畑
作
に
於
て
は
大
正
九
年
の
数
字
な
き
故
大
正
十
年
〉

大
正
十
四
年
、
並
び
に
昭
和
三
年
の
三
年
失
に
就

τ米
作
‘
畑
作
各
々
其
の
作
付
面
積
に
よ
っ
て
前
述
の
如
き
農
作
中
心
ぞ
調
査
し

て
以
て
円
以
近
数
ナ
年
に
於
け
る
北
海
道
農
業
の
地
域
的
推
移
を
観
察
し
、
其
の
近
賦
冶
調
査
し
た
。
而
し
て
既
往
の
農
作
中
心
建
港

の
賦
況
に
関
し
て
は
止
む
な
く
之
を
明
治
二
十
年
以
来
五
・
グ
年
一
時
に
於
け
る
本
道
各
国
別
の
米
作
面
積
並
に
墾
成
畑
地
面
積
に
於
け

る
其
の
比
卒
的
増
減
を
調
査
し
以
て
農
作
中
心
移
動
の
肢
を
大
観
す
る
事
に
し
た
。
勿
論
此
の
如
含
方
法
に
よ
り
て
は
農
作
中
心
に

闘
し
て
的
確
な
る
一
貼
を
得
る
事
は
出
来
な
い
が
地
域
的
に
其
れ
が
大
体
の
所
在
そ
知
る
事
が
出
来
、
叉
其
の
年
弐
的
移
動
の
方
向

に
就
て
は
井
、
の
大
勢
を
伺
ふ
事
は
可
能
で
あ
る
。
特
に
水
道
に
於
け
る
既
往
の
農
業
作
付
地
の
地
域
的
護
展
推
移
の
顕
著
な
る
に
於

て
を
や
で
あ
る
。
向
明
治
二
十
年
。
倍
以
て
調
査
の
最
初
の
年
と
し
た
る
理
は
、
北
海
遁
醸
の
設
置
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
十
九
年
で
あ

り
、
本
語
農
事
統
計
に
就
き
拍
々
正
確
な
る
数
字
を
得
た
る
は
此
の
年
以
来
で
あ
る
か
ら
私
は
更
に
其
の
翌
年
た
る
明
治
二
十
年
よ

り
始
め
、
ム
時
五
ナ
年
の
蹴
態
ぞ
観
察
す
る
を
以
て
最
も
調
査
上
便
宜
と
心
得
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し

τ向
既
住
に
於
け
る
農
業
の
移

動
賦
況
を
大
観
す
る
仁
、
米
に
於
て
は
其
の
作
付
面
積
に
よ
り
た
る
も
畑
作
に
於
け
る
既
往
の
調
査
に
闘
し
て
の
み
墾
成
畑
地
面
積

を
以
て
し
た
る
は
、
本
選
の
統
計
材
料
は
古
き
年
次
の
も
の
に
於
て
は
、
綿
畑
作
付
面
積
に
闘
す
る
調
査
を
欠
〈
が
故
に
比
較
の
矯

め
に
は
む
し
ろ
綿
て
之
を
墾
成
畑
地
面
積
に
取
る
を
以
て
可
と
す
る
で
あ
ら
う
し
、
往
年
に
於
け
る
著
し
き
耕
地
鵠
張
の
際
に
於

τ

7 

北
海
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に
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る
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作
中
心
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移
動
に
闘
す
る
研
究
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北
海
滋
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
山
附
す
る
研
究

A 

8 

は
地
域
的
分
布
比
率
の
鐙
化
極
め
て
頴
著
な
る
も
の
あ
る
が
故
に
、
畑
地
雨
積
比
率
と
畑
作
付
面
積
比
率
聞
に
多
少
の
閉
会
あ
り
と

し
て
も
全
体
の
趣
勢
よ
り
見
る
時
は
始
ん
ど
之
を
度
外
視
し
て
大
過
な
き
が
故
で
あ
る
。

-
究
に
然
ら
ば
本
遁
に
於
け
る
既
往
農
作
の
地
域
的
相
針
的
分
布
蹴
態
は
如
何
な
る
盛
濯
を
経
.
農
作
中
心
は
如
何
な
る
地
域
よ
り

如
何
な
る
方
向
に
護
展
し
来
り
た
る
か
。
先
づ
畑
作
に
就
て
之
を
見
ょ
う
o

イ
、
本
選
畑
作
中
心
の
東
北
準
並
び
に
其
の
最
近
の
位
置
及
び
移
動

明
治
二
十
年
よ
り
五
ナ
年
句
の
木
遁
各
岡
別
畑
地
面
積
並
び
に
之
れ
が
百
分
率
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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右
表
の
如
く
墾
成
畑
地
而
積
は
明
治
二
十
年
に
於
て
二
万
九
千
儲
町
歩
で
あ
り
、
之
を
近
年
畑
地
面
積
の
最
も
民
大
な
り
し
太
平

11si.見向笠 E名目奈高振お;む 1'.f

十
年
の
約
七
十
万
七
千
飴
町
歩
に
比
す
れ
ば
僅
か
に
其
の
四
%
飴
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
や
同
時
此
の
二
万
九
千
蝕
町
歩
中

一
万
二
千
二
百
町
歩
俄
即
ち
全
体
の
約
四
二
d
p
は
本
選
西
南
の
一
角
た
る
渡
島
国
に
属
し
た
る
も
の
で
あ
り
、
残
傍
五
二
%
が
他
の

十
園
に
分
属
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
其
の
中
で
比
較
的
分
布
面
積
の
大
な
り
し
も
の
は
石
狩
園
の

の
一
四
・
九
%
、
牒
振
園
の
一
三
・
三
%
、
日
高
園
の
五
・
六
%
等
で
あ
り
、
何
れ
も
本
選
の
西
部
、
南
部
或
は
中
央
部
ぞ
占
む
る

地
域
で
あ
る
o

十
勝
，
釧
路
、
根
室
、
千
島
‘
北
見
等
東
部
及
北
部
五
ナ
園
は
何
れ
も
極
め
て
僅
少
の
耕
地
を
有
せ
る
に
過
ぎ
す
之

を
合
計
す
る
も
全
耕
地

ω五
%
に
満
た
な
い
航
態
で
あ
っ
た
o

之
れ
に
依
っ
て
見
る
に
官
時
の
本
選
の
畑
作
中
心
は
未
だ
著
し
く
其

9 

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

一
九
・
六
%
、
後
志
岡

九



北
海
道
に
於
げ
る
農
作
巾
心
の
移
動
に
闘
す
ろ
郁
究

O 

10 

の
西
南
部
に
偏
し
た
る
地
貼
に
あ
り
し
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

之
h
q
五
タ
年
後
た
る
明
治
二
十
五
年
に
見
る
に
綿
畑
地
面
積
五
万
三
千
鶴
町
歩
、
即
ち
五
タ
年
閉
じ
約
-
・
八
倍
に
培
加
し
た
。

而
し
て
其
の
趨
針
面
積
に
就
て
は
何
れ
の
地
域
に
於
て
も
増
加
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
其
の
増
加
比
率
に
歪
つ
て
は
地
域
的
に
甚
だ
し

会
径
庭
を
見
る
0

・
増
加
比
率
の
最
も
大
な
り
し
は
石
狩
固
で
あ
り
、
全
遁
畑
地
商
積
の
三
二
・
六
七
M
m
t
管
内
む
る
に
至
り
、
全
道
卒
均

増
加
率
を
超
ゆ
る
卒
、
貴
に
一
三
・

O
五
%
で
あ
る
。
其
他
之
れ
に
次
で
卒
均
増
加
率
を
超
加
せ
る
も
の
ぞ
順
弐
率
ぐ
れ
ば
.
牒
振
同
一

(
一
一
一
印
刷
一
一
端
…
一
鶴
川
間
町
一
川
百
分
率
一
誌
や
一
仰
)
釧
路
園
(
附
間
一
附
三
一
都
側
)
及
び
北
見
園
(
附
四
一
切
一
一
一
一
一
似
)
等
で
あ
る
。
而
し
て
商

積
増
加
の
割
合
が
全
逓
平
均
増
加
率
に
及
ば
ぎ
り
し
は
渡
島
園
(
附
相
助
率
一
一
一
一
一
一
一
仰
)

t

q

回
以
と
し
、
後
志
園
(
問
一
何
山
一
一
年
一
一
一
一
一
放
)
之

に
次
ぐ
。
而
し
て
其
他
の
諸
問
の
増
加
率
は
梢
々
卒
均
増
加
率
に
近
い
。
畑
作
中
心
は
地
域
別
畑
地
面
積
の
比
率
増
加
に
臆
じ
て
愛

化
す
る
卒
、
既
に
中
心
の
性
質
の
項
に
於
て
説
明
せ
る
が
如
く
で
あ
る
。
即
ち
此
の
雨
調
査
年
次
を
比
較
す
る
に
、
渡
島
、
後
志
の

隔
固
に
於
て
畑
作
は
相
封
的
に
.
減
少
し
.
そ
れ
冗
け
石
狩
、
臆
振
、
雨
闘
に
主
と
し
て
増
加
し
た
る
が
故
に
畑
作
中
心
は
東
北
方

に
牽
引
せ
ら
れ
移
動
し
た
る
べ
き
を
知
る
。

更
に
明
治
三
十
年
に
於
け
る
畑
地
面
積
は
‘
明
治
二
十
五
年
の
夏
仁
約
二
・
六
倍
と
な
り
.
其
の
地
域
別
分
布
の
相
釣
的
鐙
化
は

渡
島
園
が
前
期
よ
り
一
四
・
九
六
M

滞
在
減
じ
て
全
道
の
一
四
・
二
二
%
を
占
む
る
に
過
ぎ
守
、
之
に
反
し
て
石
狩
聞
は
前
期
よ
り
一

一
一
・
五
八
%
か
-
加
へ
て
全
遣
の
四
五
・
二
%
に
昇
っ
て
居
る
。
北
(
他
に
は
甚
し
き
相
封
的
盤
化
を
示
せ
る
園
を
見
ざ
る
中
に
濁
り
冷
却

卒
の
大
な
る
は
、
十
勝
園
、
が
前
期
に
於
て
僅
か
に

0
・
五
四
タ
な
る
極
め
て
僅
少
割
合
を
示
め
す
に
過
ダ
ぎ
り
し
も
の
が
此
の
期
に

於
て
一
躍
三
・
五
四
タ
を
加
へ
て
全
遁
畑
綿
面
積
の
四
・

O
八
M
m
を
い
白
む
る
に
至
っ
て
居
る
の
が
最
も
民
自
に
値
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

即
ち
此
の
期
に
及
ぷ
や
、
波
由
民
同
.
後
志
、
腕
山
振
等
本
選
西
南
部
在
占
む
る
三
岡
守
合
計
す
る
'h
四
一
%
に
達
せ
が
、
明
治
二
十
年
ド

於
け
る
渡
島
一
園
の
割
合
に
さ
へ
及
ば
な
い
。
之
に
反
し
石
狩
は
今
や
一
園
そ
以
て
遥
か
に
此
の
三
閣
の
合
計
を
凌
駕
し
て
居
る
の

で
あ
る
0

・
山
し
て
東
部
及
ひ
北
部
地
方
に
於
て
は
前
述
十
勝
の
著
し
き
準
展
の
外
、
北
見
、
天
盟
の
雨
地
方
に
多
少
の
準
捗
を
見
、



釧
路
.
根
室
雨
聞
は
却
っ
て
多
少
其
の
分
布
比
率
の
減
少
し
た
る
あ
り
と
雌
色
、
結
局
此
等
東
北
部
五
ナ
岡
の
合
計
は
前
期
の
三
v

四
一
%
よ
り
、
今
期
八
・
七
九
形
に
準
ん
で
居
る
拡
を
見
れ
ば
、
本
選
畑
作
中
心
の
東
進
し
て
石
狩
固
に
深
く
進
入
せ
る
を
知
り
得

る
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
に
及
ぶ
や
、
綿
畑
地
面
積
は
二
十
七
万
館
町
歩
に
及
び
前
期
の
夏
に
二
俣
に
櫨
張
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
其
の
地
域

別
の
相
針
的
増
減
は
、
本
選
西
部
及
南
部
の
諸
地
方
に
於
て
何
れ
r
b
微
少
乍
ら
若
干
の
減
少
を
見
て
居
る
が
中
に
、
濁
り
渡
島
岡
の

み
は
今
期
に
於
て
も
依
然
と
し
て
激
減
し
、
金
遁
卒
均
増
加
率
に
蓮
せ
ざ
る
事
約
四
・
五
%
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
西
南
諸
地
域
の

比
率
減
少
ぞ
補
ふ
に
東
部
及
び
北
部
地
域
た
る
天
盤
、
北
見
、
十
勝
三
園
の
面
積
増
加
率
を
以
て
し
て
居
h
v
、
畑
作
中
心
の
移
動
に
i

閥
し
従
来
最
も
決
定
的
勢
力
を
示
せ
る
中
央
部
地
域
石
狩
園
は
今
期
に
於
て
漸
く
其
の
力
ぞ
失
墜
し
て
居
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
く

東
北
諸
地
域
の
勢
力
の
勃
興
に
座
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
此
れ
に
依
っ
て
寄
人
は
今
期
に
於
て
も
畑
作
中
心
の
更
に
東
北
方
に

準
行
し
た
る
か
〕
認
め
る
事
が
出
来
る
。

而
し
て
次
期
明
治
四
十
年
に
至
つ
て
は
如
何
と
言
ふ
に
.
既
に
前
期
に
於
て
約
十
二
万
一
千
五
百
町
歩
の
既
成
畑
地
を
心
付
す
る
に

歪
り
た
る
石
狩
閣
は
今
期
夏
に
新
た
に
三
万
一
千
町
歩
を
加
へ
た
り
と
難
色
、
此
の
庚
大
な
る
畑
地
面
積
の
絶
針
増
加
を
以
て
す
る

も
、
遂
に
相
針
的
に
は
却
っ
て
著
し
き
減
少
を
示
せ
る
に
最
も
法
目
す
べ
き
で
あ
る
。
之
れ
東
部
設
に
北
部
諸
地
域
に
於
け
る
夏
に

一
一
暦
目
費
ざ
ま
し
き
相
封
的
増
加
に
依
っ
て
阻
ま
れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
す
、

A
ー
や
畑
作
中
心
を
東
北
方
に
移
動
せ
し
む
る
決
定
的

勢
力
は
小
央
部
地
域
を
去
っ
て
十
勝
、
天
盟
等
東
部
並
に
北
部
地
域
に
移
り
た
る
事
そ
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
今
期
最
も
大
な
る

畑
地
問
積
の
相
針
的
増
加
を
示
せ
る
は
十
勝
固
で
あ
っ
て
.
濁
り
断
然
頭
角
ぞ
抜
き
平
均
増
加
率
を
超
加
す
る
事
四
・
O
七
Mm
、
之

に
弐
ぐ
は
天
盤
の
同
超
加
二
・
五
O
%
で
あ
る
。
此
の
賦
勢
は
今
期
に
於
て
も
畑
作
中
心
を
し
て
夏
に
東
北
準
せ
し
め
た
る
を
明
示

す
る
。

11 

失
に
大
正
元
年
を
経
て
大
正
五
年
に
至
る
や
全
遺
畑
地
面
積
は
累
準
を
重
ね
買
に
六
十
五
万
町
歩
に
垂
ん
と
し
て
居
る
o

而
し

τ

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究



北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

其
の
地
方
別
的
相
針
的
分
布
盤
化
は
雨
期
を
遁
じ
て
一
様
に
、
石
狩
.
渡
島
、
後
志
、
日
一
品
の
諸
闘
に
於
て
減
少
し
、
残
隣
諸
岡
即

ち
何
れ
も
本
遁
東
部
及
び
北
部
の
奥
地
域
ぞ
山
む
る
十
勝
‘
天
盤
、
北
見
の
諸
園
に
於
て
顕
著
な
る
増
大
ぞ
示
し
た
。
即
ち
此
の
雨

期
、
畑
作
中
心
は
更
に
東
北
に
向
っ
て
準
み
、
人
ー
や
本
道
内
地
深
く
位
置
す
る
に
至
り
た
る
べ
き
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。

叙
上
の
如
く
統
計
数
字
ぞ
詳
細
に
貼
検
す
る
事
に
依
り
、
本
選
の
畑
作
小
心
が
明
治
二
十
年
よ
り
大
正
五
年
に
至
る
約
三
十
年
間

常
に
東
及
び
北
の
方
向
栓
取
り
て
移
行
せ
る
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
夏
に
前
掲
資
料
に
よ
り
、
之
そ
回
一
万
し
‘
各
閲
別
畑
地

園
1

1

常
初
念
激
に
・
府
加
し
.
明
治
中
葉

以
後
漸
滅
的
傾
向
を
示
せ
り
。

十
勝
、
釧
路
、
根
室
、
北
見
、
天
盟
五
ん
ノ
園
合
計

l
l累
年
極
め
て
顕
著
な
る
増
加
を
示
せ
り
。

即
ち
既
往
本
遁
畑
作
中
心
は
‘
蛍
初
(
明
治
二
十
年
l
岡
三
十
年
)
主
と
し
て
渡
島
岡
畑
地
面
積
の
相
針
的
激
減
と
、
之
に
作
っ

て
起
れ
る
石
狩
園
の
相
封
的
激
増
に
依
っ
て
次
第
に
遁
南
地
域
よ
り
遁
内
地
へ
移
行
せ
る
も
の
で
あ
り
.
明
治
中
葉
以
後
(
明
治
三

十
年
|
大
正
五
年
)
は
波
舟
闘
の
相
針
的
漸
減
歩
調
と
共
に
‘
石
狩
園
が
却
っ
て
漸
滅
的
傾
向
に
轄
回
し
て
‘
之
を
助
け
何
れ
も
泊

12 

分
布
の
相
針
的
動
含
に
つ
き
要
約
す
れ
ば
、

園
ー
ー
蛍
初
念
激
に
其
の
相
封
的
分
布
率

。
信
減
じ
、
明
治
中
葉
以
後
は
漸
滅
的
歩

i涯

ド5

調
を
た
ど
れ
り
。

後
士
山
閥
、
日
高
岡
l
l大
体
微
量
乍
ら
漸
滅
的
傾
向

そ
示
せ
り
。

}提

J反

困
l
l噌
減
不
同
に
し
て
其
の
間
著
し
き

盤
化
を
見
歩
。
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樋
的
影
響
を
及
一
倍
し
た
る
と
.
之
に
伴
っ
て
起
れ
る
十
勝
、
北
見
、
天
盟
等
東
北
部
地
域
の
極
め
て
顕
著
な
る
相
針
的
精
加
に
依
り

て
積
極
的
に
影
響
せ
ら
る
L
あ
り
、
矯
め
に
中
心
は
更
に
道
内
地
深
く
牽
引
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
近
年
に
於
て
畑
作
中
心
は
如
何
な
る
地
貼
に
到
達
し
如
何
な
る
動
き
を
な
し
た
る
か
。
之
に
答
ふ
る
も
の
は
即
ち
私
が
既

に
二
に
述
べ
た
る
統
計
材
料
と
方
法
に
依
り
調
査
し
た
畑
作
中
心
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
遁
本
島
の
、
大
正
十
年
、
大
正
十
四
年
、
昭
和
三
年
、
各
年
究
畑
作
中
心
に
閲
す
る
私
の
調
査
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
る
o

大

IE 

レ
a

大

正

十

四

年

昭

和

三

年

移

動

総

計

一
ヶ
年
平
均
移
動

近
年
に
於
け
る
本
選
本
島
の
畑
作
中
心

(
略
闘
〔
六
頁
〕
品
世
間
…
)

年

四

、度

七
、分

五綜
同
秒

--一束下西 F西下約'ft:約宵約信
一良二良四良
良野虫里子里!lly.
令際三践を会~"1
の十のの

南町西西
微俄南市

，ー~、-、 p・~、同・、

約束約束
二千ー干
里千虫干
三南十北
十方町方
田f 徐

~t 

四

、度

、会総

O 
秒

1;;: 

詮

東

前
期
よ
り
穆
動

四
三
、
一
八
、
一
ム
ハ

一
四
一
一
、
一
六
、
一
五

同
三
、
一
七
、
問
。

付

O
、0
、
一
四

八
円

0
、
o、O
ニ

一
四
二
、
二
四
、
一
一
一
O

。
、
一
一
一
、
一

0

0
、O
て
四
四

即
ち
最
近
昭
和
三
年
度
に
於
け
る
本
道
畑
作
中
心
は
北
緯
四
十
三
度
十
七
分
四
十
秒
、
東
過
百
四
十
二
度
二
十
四
分
三
十
砂
の
地

貼
、
即
ち
石
狩
園
の
束
隅
、
下
富
良
野
の
南
微
東
約
一
塁
宇
の
個
所
に
あ
っ
て
、
本
選
本
島
の
地
理
的
中
心
〔
〈
北
緯
四
十
三
度
十
八

分
十
六
秒
、
東
経
百
四
十
二
度
三
十
一
分
三
十
四
秒
)
を
去
る
西
微
々
南
方
僅
か
に
約
二
虫
学
そ
距
つ
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
右

昭
和
三
年
の
畑
作
中
心
や
大
正
十
年
、
大
正
十
四
年
の
雨
期
に
於
け
る
調
査
結
果
と
比
較
す
れ
ば
、
畑
作
中
心
は
近
年
に
於
て
大
体

北
緯
四
十
三
度
十
八
分
線
に
沿
ひ
て
東
方
に
向
ひ
一
ク
年
約
二
十
町
移
動
し
て
居
る
。

13 

之
を
要
す
る
に
、
渡
島
国
の
一
角
に
初
ま
り
た
る
本
選
の
畑
作
は
新
耕
地
の
開
護
に
よ
り
漸
次
内
地
に
進
入
し
た
の
で
あ
る
が
、

本
選
畑
作
中
心
は
私
が
吟
味
せ
る
最
初
の
年
失
た
る
明
治
二
十
年
に
於
て
は
未
だ
本
道
西
南
部
に
偏
し
て
居
っ
た
。
然
る
に
其
後
年

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

54i頁.lfj補農政問題碗究高阿古E雄博士者:く1)



北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究

[11.1 

を
謡
ふ
て
束
準
と
北
準
と
を
重
ね
、
近
年
は
本
選
地
理
的
中
心
を
去
る
程
遠
か
ら
ぬ
地
動
に
ま
で
準
行
し
来
っ
て
居
る
。
而
し
て
其

の
最
近
の
移
動
の
方
向
及
び
建
度
よ
り
之
を
推
す
な
ら
ば
今
後
数
年
な
ら
守
し
て
畑
作
は
梢
々
地
理
的
中
心
に
合
致
せ
ん
と
す
る
趣

勢
に
あ
り
と
言
ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
本
邦
農
業
に
於
て
特
殊
の
重
要
性
を
有
す
る
米
作
に
関
し
て
北
拘
遣
は
如
何
な

4 

る
地
域
的
分
布
の
箆
濯
を
経
来
り
た
る
か
、
之
れ
私
が
共
に
述
べ
ん
と
す
る
鴎
で
あ
る
。

口
、
本
惑
に
於
け
る
米
作
中
心
の
東
北
準
並
に
其
の
最
近
の
位
置
及
移
動

北
海
道
に
於
け
る
玩
往
米
作
付
而
積
の
地
域
的
分
布
の
盤
遜
蹴
態
は
一
般
畑
作
に
就
て
の
其
よ
り
も
更
に
一
一
暦
顕
著
な
る
も
の
で

あ
る
を
認
め
る
。

次
去
は
北
海
道
聴
統
計
書
に
依
り
作
成
せ
る
本
選
各
困
別
作
付
面
積
並
に
之
れ
が
百
分
率
の
年
次
的
愛
護
服
態
で
あ
る
。

kl(j 北千紋釘|十 nnれ波後石

北
出
遁
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付
面
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累
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較
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即
ち
右
の
表
に
よ
り
之
を
見
る
に
、
明
治
こ
十
年
末
に
於
て
は
本
道
米
作
付
面
積
は
僅
か
に
一
千
八
百
町
歩
に
満
た
今
.
之
そ
昭

和
三
年
の
十
六
万
六
千
八
百
町
歩
に
比
較
す
れ
ば
其
の
一
%
強
沿
い
白
む
る
に
過
ぎ
な
い
賦
態
で
あ
っ
た
。
而
し
て
其
の
分
布
を
見
る

に
本
選
十
一
ク
岡
中
米
の
多
少
と
も
作
付
せ
ら
れ
た
る
は
渡
島
‘
石
狩
、
日
高
.
後
志
、
臆
振
の
五
ク
固
に
過
ぎ
A
T
而
か
も
其
の
中

大
部
分
一
千
七
百
館
町
歩
即
ち
九
七
Mm
は
渡
鳥
圏
内
に
あ
り
た
る
も
の
で
、
第
二
位
の
石
狩
固
と
雌
も
五
十
町
歩
に
満
た
歩
、
他
の

15 
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一
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)
0
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0

明
治
廿
五
年
%
 

一九・一一一

0
・ユハ

A
(

口・昌吉一

0
・口一一

0
・
一
凶

0

・0
ニ

D
0

・0
0

三
固
に
至
つ
て
は
或
は
十
町
歩
に
満
た
す
或
は
二
町
歩
に
満
た
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
嘗
時
米
作
付
地
は
殆
ん
ど
波
島
囲
内
に
限

五.

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究



北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究
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ら
れ
た
と
言
ふ
も
過
言
で
は
な
い
。
従
っ
て
米
作
中
心
は
渡
島
園
内
に
あ
り
、
石
E

杯
、
日
高
の
雨
闘
の
微
弱
な
る
中
心
牽
引
力
に
し

て
向
或
は
米
作
中
心
を
し
て
渡
島
岡
外
に
出
で
し
む
る
あ
り
と
し
て
も
‘
渡
島
圏
内
浦
海
岸
の
地
馳
径
遠
〈
去
ら
ぎ
り
し
は
見
易
き

事
貰
で
あ
る
。

井
、
の
後
五
ナ
年
を
経
て
明
治
二
十
五
年
に
至
る
や
本
選
米
作
付
棉
面
積
は
二
千
四
百
町
歩
館
、
即
ち
前
期
の
約
三
刻
字
の
増
加
を

比
六
。
而
し
て
其
の
大
学
は
石
狩
闘
に
於
け
る
榊
加
で
あ
り
‘
残
酷
が
渡
島
闘
の
其
で
あ
る
。
他
の
諸
闘
に
於
け
る
五
町
歩
内
外
の

噌
減
に
至
つ
て
は
此
慮
に
問
題
に
す
る
に
及
ば
ぬ
。
か
く
て
此
の
明
、
石
狩
閣
の
分
布
百
分
率
は
前
期
よ
り
も
棉
米
作
付
地
の
二
ハ
・

七
Mm
を
冷
し
て
一
九
・
二
一
%
に
昇
り
、
丁
度
そ
れ
花
け
渡
島
固
に
於
て
相
劉
的
に
減
少
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

之
れ
に
依
っ
て
見

る
に
渡
島
岡
内
‘
或
は
同
岡
を
出
、
つ
る
も
遠
か
ら
ざ
る
地
貼
に
あ
り
た
る
米
作
中
心
は
石
狩
園
の
相
針
的
増
加
の
た
め
に
辛
引
せ
ら

れ
、
的
々
東
北
方
に
移
動
し
た
る
べ
き
は
明
ら
か
で
あ
る
。
然
れ
左
も
此
の
期
に
於
り
る
渡
島
園
の
分
布
比
率
・
が
向
全
体
の
八
O
M
m

以
上
を
占
む
る
を
見
れ
ば
米
作
中
心
は
石
狩
固
い
よ
り
は
未
行
進
か
に
渡
島
固
に
一
也
き
地
鈷
に
あ
り
た
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

次
に
明
治
三
十
年
に
於
け
る
地
域
的
分
布
蹴
態
に
見
る
に
石
狩
園
は
五
ナ
年
前
の
比
率
に
更
に
一
二
%
牢
を
加
へ
て
全
体
の
約
四

一
一
%
を
占
め
、
之
れ
に
反
し
て
波
日
園
は
前
期
の
比
率
の
約
-m
十
分
に
減
じ
四
O
M
N
学
を
占
む
る
に
過
ぎ
歩
、
石
狩
国
は
渡
島
岡
よ
り

も
僅
か
乍
ら
し
し
に
出
て
居
る
。
而
し
て
此
の
間
‘
臆
振
園
が
粉
々
其
の
分
布
陀
率
を
増
進
し
て
約
一
七
%
に
よ
り
米
作
中
心
の
動
き

に
相
蛍
影
響
を
興
ふ
る
に
至
っ
て
居
る
o

即
ち
此
期
に
於
て
米
作
中
心
は
渡
島
園
を
遠
く
去
り
石
狩
園
及
び
膿
振
岡
の
雨
の
来
引
力

に
よ
り
其
の
合
力
の
方
向
た
る
大
約
束
方
に
向
っ
て
著
し
く
準
出
し
た
る
べ
き
を
知
る
事
が
出
来
る
。

克
に
明
治
三
十
五
年
に
至
る
や
本
道
米
作
付
面
積
平
均
冷
加
卒
に
遥
せ
ざ
る
事
、
渡
島
岡
の
一
一
・
八
三
Mm
、
脆
振
回
の
五
・
六

九
%
、
日
高
園
の
微

(
0
・
一
一
一
%
)
に
針
し
て
、
之
ぞ
補
一
ふ
べ
く
其
の
平
均
・
取
加
率
を
超
過
す
る
事
、
石
狩
闘
が
質
に
一
四
・
五

聞
が
月
、
後
志
岡
が
二
・
五

O
M及
び
天
盤
、
十
勝
の
雨
園
が
そ
れ
ん
¥
微
量
乍
ら
も
多
少
の
超
過
を
示
し
て
居
る
。
而
し
て
結
局
此

の
期
に
於
け
る
石
狩
閣
の
分
布
兇
卒
は
綿
米
作
商
積
の
五
五
M
P
左
越
え
、
之
に
針
立
す
る
波
島
岡
は
約
二
八
d
p
に
下
落
し
て
居
る
。



即
ち
此
の
期
に
於
げ
る
米
作
小
心
の
位
置
は
前
別
の
位
置
よ
り
更
に
東
北
方
に
移
動
せ
る
を
知
り
得
る
。

斯
く
て
此
の
趣
勢
は
明
治
四
十
年
及
び
大
正
一
万
年
じ
至
っ
て
盆
々
準
め
ら
れ
て
居
る
o
此
の
雨
期
に
石
狩
園
の
米
作
面
積
は
五
五
・

二
七
%
、
プ
ラ
ス
七
・
六
七
%
、
プ
ラ
ス
一
二
・
四
九
%
と
其
の
比
率
は
漸
失
増
大
す
る
一
方
で
あ
り
、
渡
島
園
は
二
八
・
六
夕
、

7

ヰ
ナ
ス
七
・
三
O
M
N
、
マ
ヰ
ナ
ス
一

0
・
四
八
K
P
と
其
の
比
率
は
盆
々
減
少
の
歩
調
を
た
ど
り
、
其
の
間
本
選
南
部
に
位
置
す
る

臆
振
園
の
米
作
面
積
比
率
も
多
少
減
少
の
傾
向
を
一
示
し
.
其
他
の
諸
国
に
至
h

り
て
は
相
互
に
一
進
一
退
は
あ
れ
ど
も
其
の
比
率
の
盤

化
量
極
め
て
微
に
し
て
、
米
作
中
心
に
影
響
す
る
慮
大
な
る
も
の
あ
る
を
認
め
な
い
。
即
ち
之
を
観
れ
ば
米
作
付
面
積
の
分
布
比
率

は
盆
々
し
渡
島
岡
h
q
去
っ
て
石
狩
困
じ
移
り
来
っ
て
居
。
、
従
っ
て
米
作
中
心
は
い
よ
/
¥
h
石
狩
闘
の
一
ホ
引
力
に
引
き
山
積
せ
ら
る
L
盛

が
大
と
な
っ
て
居
る
。

而
し
て
此
の
関
係
は
更
に
大
正
五
年
に
至
る
の
期
間
に
於
て
も
依
然
と
し
て
持
鏑
せ
ら
れ
、
石
狩
閣
の
分
布
比
率
は
最
H
十
や
締
米

作
付
地
面
積
の
七
七
・
二
六
M
N
に
し
て
全
遁
の
十
入
学
を
占
め
、
嘗
っ
て
全
遁
米
作
付
地
面
積
の
よ
入
部
分
を
濁
占
せ
る
波
島
岡
は
僅
か

に
八
・
七
三
%
を
保
留
す
る
に
過
ぎ
歩
、

A
ー
や
石
狩
園
に
比
較
す
べ
く
も
な
く
、
む
し
ろ
牒
振
固
と
比
肩
す
る
程
度
と
な
っ
て
居
る
、
》

而
し
て
以
上
三
園
以
外
の
八
ナ
固
に
至
つ
て
は
此
の
期
に
及
ぶ
も
其
の
米
作
付
地
面
積
は
示
、
に
極
め
て
小
に
し
て
‘
其
の
合
計
が
全

選
棉
米
作
面
積
の
僅
か
に
七
%
に
満
た
な
い
有
様
で
あ
る
。
即
ち
本
遁
米
作
付
地
は
十
八
正
五
年
に
及
ん
で
其
の
大
学
は
石
狩
聞
に
あ

り
、
渡
島
・
臆
振
の
雨
間
が
何
れ
も
石
狩
閣
の
約
一
一
割
の
比
率
に
あ
る
。
是
れ
に
依
っ
て
之
を
観
れ
ば
本
遁
米
作
中
心
は
此
の
期
に

及
ん
で
肢
に
石
狩
園
の
内
部
に
深
く
準
入
し
居
り
た
る
を
推
知
し
得
る
の
で
あ
る
。

新
く
の
如
く
既
往
本
選
米
作
中
心
は
遁
南
渡
島
閣
を
護
し

τ累
年
極
め
て
著
し
き
東
北
準
を
重
ね
移
行
せ
る
ぞ
認
め
得
る
の
で
あ

る
が
、

A-之を
圏
一
爪
し
、
各
国
別
米
作
付
地
分
布
の
相
鋭
的
鐙
化
賦
況
じ
っ
き
要
約
す
れ
ば
、

同
l

累
年
極
め
て
念
激
な
る
相
針
的
減
少
を
櫨
績
せ
り
。

l

蛍
初
微
か
に
漸
増
し
、
明
治
四
十
年
頃
以
後
は
漸
滅
的
歩
調
を
た
ど
れ
り
。

it主

島

J7 

後

ヶI二
Jl!.、

園
北
海
道
に
於
げ
る
佳
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
餅
究

，ヒ



北
海
滋
に
於
げ
る
.
股
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
ろ
研
究
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!限

雷
初
一
時
柏
々
顕
著
な
る
増
大
そ
示
せ
る
も
明
治
中
葉
以
来
は
漸
減
せ
り
。

民ιι可d

国

石

ゑj:

国

!

l

累
年
極
め
て
念
激
な
る
増
大
を
権
離
せ
り
J

其
他
の
諸
園
l

l米
作
付
地
分
布
面
積
割
合
極
め
て
小
に
し
工
此
慮
に
問
題
と
す
る
に
足
ら
す
。
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即
ち
既
往
に
於
け
る
本
選
米
作
中
心
の
動
き
は
、
常
に
渡
島
園
の
米
作
面
積
の
相
封
的
激
減
に
よ
る
消
極
的
要
素
と
、
之
に
伴
ふ

石
狩
闘
の
相
封
的
激
増
に
依
る
積
極
的
要
素
と
に
一
貫
、
主
と
し
て
影
響
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
間
膿
振
園
は
明
治
二
十
五

年
よ
り
同
三
十
年
の
問
に
於
て
積
楓
的
要
素
と
し
て
石
狩
闘
の
牽
引
力
を
助
け
、
明
治
三
十
年
以
後
は
石
狩
園
の
進
展
に
よ
り
中
心

の
東
北
移
動
に
劃
し
て
は
却
っ
て
消
極
的
要
素
と
し
て
影
響
し
た
。
叙
上
の
如
く
大
正
五
年
に
及
び
既
に
深
く
石
狩
岡
内
部
に
位
置

せ
り
と
認
め
得
ら
る
L
本
選
米
作
中
心
の
円
以
一
五
に
於
け
る
位
置
並
に
其
の
移
動
の
方
向
及
び
距
離
は
如
何
で
あ
ら
、
フ
か
。
大
正
九
年

大
正
十
四
年
、
並
に
昭
和
三
年
に
於
り
る
各
其
の
米
作
中
心
の
調
査
結
果
は
・
次
の
如
く
で
あ
る
。

近
年
に
於
け
る
本
道
木
島
の
米
作
中
心

(
略
凶
〔
六
頁
〕
参
照
)
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度

叶

砂

同
三
、
二
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、一
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!'p 

JE 

大

正

十

四

年

問
三
、
二
三
、
問
。

J
E
 

Y
E
 

--

年

問
一
-
一
、
二
五
、
二
八

0
、O
五
、
一
五

平日

修

車息

計

互抱

一
ヶ
年
平
均
移
動

。、
0
0
、
三
九

東

・

経
度

止

秒

一
同
一
、
五
問
、
ニ
O

一同一一、
0
2
一、一八

一
阿
二
、
O
八
、
二
七

O
、一問、
O
七

。、

o
一
、
岡
大

位

i立

前
期
よ
り
移
動

『
美
肌
牒
の
東
北
東
約

{
二
十
町
余

『
美
唄
山
双
山
践
の
東
北

戸
三
里
弱

『
下
芦
別
践
の
南
南
西

{
約
二
盟
二
十
六
町

『
東
北
徴
束

~
約
三
盟
十
五
町

東
北
東
二

mm初

即
ち
円
以
一
辺
(
昭
和
三
年
)
に
於
け
る
本
遁
木
島
の
米
作
中
心
は
北
緯
四
十
三
度
二
十
五
分
二
十
八
秒
、
東
経
百
問
十
二
度
八
分
二

十
七
秒
の
地
拡
に
あ
り
、
而
し
て
之
を
前
掲
大
正
九
年
及
び
大
正
十
四
年
に
於
け
る
雨
回
の
調
査
に
依
る
米
作
中
心
の
位
置
と
針
照

し
て
最
近
八
ク
年
聞
に
於
け
る
移
動
賦
況
を
見
る
に
、
本
選
本
島
米
作
中
心
は
北
緯
四
十
三
度
二
十
分
線
と
東
経
百
四
十
一
度
五
十

三
分
線
と
の
交
貼
よ
り
前
者
に
劃
し
て
北
に
約
二
十
五
度
の
角
度
を
な
す
一
庇
線
に
沿
ひ
て
一
・
グ
年
に
大
約
平
均
二
十
五
町
宛
進
行

し
つ
L
あ
る
現
航
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
北
出
遁
に
於
け
る
米
作
中
心
は
渡
島
固
に
初
ま
り
年
を
淫
ふ
て
東
北
方
に
移
動
し
.
既
に
石
狩
岡
の
小
央
部
に
位

置
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
昭
和
三
年
に
於
け
る
所
在
黙
は
下
戸
別
騨
の
南
南
西
約
二
車
二
十
六
町
の
個
所
、
下
戸
別
御
料

地
、
月
見
山
の
北
麓
に
あ
り
、
本
選
の
地
理
的
小
心
を
去
る
西
北
西
方
約
九
里
の
個
所
に
蛍
る
。
即
ち
米
作
中
心
は
緯
度
に
於
て
は

大
正
九
年
に
、
既
に
地
理
的
中
心
線
を
越
へ
、
爾
来
更
に
北
進
ぞ
績
け
つ
L
あ
り
、
経
度
に
於
て
は
未
だ
地
理
的
中
心
線
に
到
達
し

て
ゐ
な
い
が
、
リ
ヤ
脆
之
に
到
達
せ
ん
と
す
る
の
趣
勢
に
あ
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
D

本
語
に
於
け
る
畑
作
と
米
作
と
の
相
互
に
就
き
其
の
地
域
的
分
布
、
各
中
心
の
移
動
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
第
一
に
畑
作
も
米
作

も
共
に
本
退
屈
南
部
よ
り
護
達
し
初
め
徐
々
に
東
方
並
に
北
方
の
地
域
に
向
っ
て
其
の
開
費
分
布
ぞ
促
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
畑

19 

北
潟
諮
に
於
げ
ろ
良
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

作
は
米
作
に
先
ん
じ
て
新
地
に
進
み
、
従
っ
て
其
の
分
布
の
地
域
的
出
卒
は
畑
作
に
於
て
は
米
作
に
於
け
る
よ
り
も
比
較
的
平
く
よ

九



北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究

ニ
O

20 

り
分
散
的
な
る
傾
向
が
あ
り
、
米
作
は
渡
島
・
石
狩
並
に
牒
振
の
三
園
に
集
中
的
で
あ
る
。
而
し
て
畑
作
に
於
て
も
米
作
に
於
て
も
、

波
島
聞
の
累
年
作
付
面
積
比
率
減
少
と
之
れ
に
伶
ふ
石
狩
園
の
比
率
増
大
が
畑
作
中
心
並
び
に
米
作
中
心
を
移
動
せ
し
む
る
最
も
重

大
な
る
要
素
た
り
し
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
米
作
に
於
て
其
の
顕
著
な
る
を
見
る
。
命
叉
既
往
に
於
け
る
中
心
移
動
の
方
向
に
就
き

見
る
に
雨
中
心
は
何
れ
も
東
北
準
を
な
せ
り
と
臨
も
米
作
中
心
の
方
向
は
畑
作
中
心
に
於
け
る
其
よ
り
も
北
濯
の
程
度
に
於
て
強
く

東
準
の
程
度
に
於
て
弱
い
。
而
し
て
其
の
近
年
に
於
け
る
趨
勢
は
雨
中
心
と
も
に
北
準
す
る
事
極
め
て
少
な
く
、
畑
作
中
心
は
殆
ん

ど
正
東
方
に
進
み
、
米
作
中
心
は
僅
か
に
北
寄
り
の
東
方
に
準
み
つ
L
あ
る
。

ハ
、
本
選
農
耕
地
中
心
の
東
北
準

次
に
更
に
田
畑
そ
合
計
せ
る
本
選
耕
地
面
積
の
既
往
の
地
域
的
盤
港
を
一
瞥
し
よ
う
。

北
海
道
耕
地
面
積
(
田
畑
合
計
)
国
別
累
年
比
較
表

凶
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f台
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晶
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、
六
三
五一9
一

一一一回(〕

臼
民
九

総釧十日

宮

明
治
廿
五
年
町

一
八
、
一
古
田

六
、
一
一
五

一
八
、
〔
)
〈
一

八
、
一
一
五
五

王
、
{
〕
五
六

ニ
八
九

一
、
一
六
五

一
、
一
一
色

敷
明
治
三
十
年

六
回
、
一
八
一

一
六
、
四
四
六

一
二
、
ハ
六
一
一

一
一
一
、
五
九
九

六
、
人
五
八

五
、
五
九
回

一
一
二
完
品

九
一
宅

明
治
計
五
年
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一一一一一、九九一一

ニ
ー
晶
、
口
一
室

見
一
、
一
一
六
五

百
石
、
七
一
四
一

一
一
、
品
九
九

一
五
、
一
九
五

回
、
一
(
)
八

一、一三一一

明
治
四
十
年

冊
刊

一
六
八
、
(
)
一
回

六
回
、
一
石
一
一

点
目
晶
、
品
。
一

六
Q
、九一=晶

一
六
、
回
回
大

三
九
、
一
三
一

五
、
六
口
九

一
、
耳
目
一
五

大
正
一
冗
年
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一一一一一一、()一一一

五
八
、
品
〈
0

2
・
如
、
ユ
0
0

九
=
、
凶
九
一
一
一

ニ
ニ
、
昆
合
一

さ
一
、
{
〕
一
(
〕

一
一
一
、
三
一
一
九

ュ
、
六
一
九

大

正

五

年
間
同

一
日
間
三
、
一
一
口
屯

正
〈
、
四
〈
ニ

ロ
石
、
屯
一
(
)

一(〕ハ、六一=一一

ニ
玉
、
六
一
九

八
九
、
一
七
ニ

一目一、六晶一戸一

ニ
、
一
一
〈
O
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九
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一
三
、
=
一
五
ニ

明
治
二
十
年

一
八
・
五

一
回
・
。

四
五
・
=
一

一一一・五
五・一一

0
・六

一一・回
0
・一

0

・z
oo-

。

四八
一二四

一一一口六

車
品
、
立
ニ
ハ

比

例

九一

一
、
ニ
間
九

一、八五一一一

回
ニ
、
九
ハ
六

数
明
治
三
十
年%
 

四
回
・
九

一
一
・
五

一五・=一

一五・一
可

、

日

J

1
7
九

一
・
六

0
・品

0
・一

0
・九

一・
1

一

一〔〕
0
・。

一一ノ'- -ーーー
ノ一、 ヨ三 口、、、
;lL $_ノ、←」
-_.三三グ.... l!H 
3五 Cコ三三""

明
治
叶
五
年wm 

四
五
・
晶

一口・一

一0
・八

一吉一・一
回
・
一

五・三一
一
・
四

0
・回

一一一・八

五

-m

oo-

。

一一色

一
六
、
〈
四
六

一三一、一ニ一一一

四
エ
品
、
九
品
一
九

明
治
問
十
年W舟

一元・=一一0・八九・t
一

一四・一一
一一一・八

九
・
一

一二一一
0
・四

一一了九

七・
A

D
O
・。

一一六一一一

四
ニ
、
品
。
四

さ
一
、
品
。
八

六
一
品
、
六
一
(
〕

大

正

元

年%
 

三一品・九
九
・
五

六・
1

一

一五・
0

一一一・屯一0・0
一一・
0

0
・間

一
0
・一一

口
0
・。

一一一一一一一

五八、一品凶{〕

七
三
、
六
九
六

品
一
一
、
一
一
一
一
四

大

正

五

年町
内

一示問・一一
、二
''一一

千
=
一

一五
-
z
一

一?穴

ゴ
了
五

一
・
九

0

・t
一

ん-一一一
0
・四

0
0
・。

既
に
畑
作
、
米
作
の
雨
中
心
が
何
れ
も
道
南
地
域
よ
り
大
約
束
北
方
に
移
動
せ
り
と
せ
ば
耕
地
面
積
分
布
の
方
向
も
亦
之
に
作
ひ

た
る
べ
き
は
明
瞭
で
あ
り
、
前
表
各
国
別
百
分
率
ぞ
詳
細
吟
味
す
れ
ば
更
に
分
明
に
之
荘
看
取
し
得
る
。

今
例
に
よ
り
‘
本
選
農
耕
地
分
布
の
地
域
的
相
針
的
襲
蓮
に
つ
き
之
を
国
一
不
し
、
各
園
別
に
要
約
す
れ
ば
、

国
l

i
品
目
回
初
念
激
に
其
の
相
封
的
分
布
卒
ぞ
減
じ
、
明
治
中
葉
以
後
は
漸
減
的
歩
調
を
た
ど
れ
り
。

2l 

jrノE
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明
治
廿
五
年%
 

ヨ一一一・
z
一

一{〕・七

三
一
・
五

一
四
・
六

五・一一一
0
・五

一一・
0

一一・
0

0
・一

0
・
聞

0
・五

一(〕
0
・。

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究



北
海
道
に
於
け
る
内
凶
作
中
心
の
移
動
に
閥
ず
る
研
究

22 

後
志
圏
、

大
体
微
ny一
乍
ら
漸
滅
的
傾
向

日
高
岡
i

。
信
一
不
せ
り
。

JJY.t 

11~ 

同
!
l・仙H
減
不
同
其
の
間
著
し
き
盤
化
ぞ

見
守
。

石

同
1
1
i
岱
初
急
激
に
・
情
加
し
、
明
治
中
葉

以
後
揃
滅
的
傾
向
を
示
せ
の
。

十
勝
、
釧
路
、
根
室
、
北
見
、
天
盟
五
ナ
国
合
計
l

l
累
年
梅
め
て
顕
著
な
る
増
加
ぞ
一
示
せ
り
。

之
れ
を
前
掲
本
道
畑
地
問
別
百
分
率
固
並
び
に
之
れ

'0，% 

手0'ら

J百Z

30月

20)も

/()"'/II 

0・ん

が
岡
別
要
約
と
針
照
せ
ば
、
既
往
本
選
耕
地
面
積
の
各
国
別
相
針
的
分
布
の
盤
濯
傾
向
は
、
畑
地
の
其
と
殆
ん
ど
全
く
相
一
致
し
居

る
を
見
る
。
之
れ
本
遁
耕
地
中
、
畑
地
其
の
大
部
分
を
占
め
、
旧
面
積
の
割
合
甚
古
小
な
る
が
故
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
本
選
田
地

の
畑
地
に
封
す
る
割
合
は
既
往
に
於
て
一
進
一
退
あ
り
た
る
も
明
治
初
年
よ
り
大
正
五
年
に
至
る
ま
で
田
は
畑
の
一
割
に
建
ゼ
る
事

(
設
〕

北
栴
謎
に
於
け
る
凹
の
畑
に

封
す
る
割
合
累
年
表

包1
0.862 

0.868 

0.709 

0.477 

0.411 

0.695 

0.611 

0.921 

0.977 

1.110 

2.091 

2.75s 

UJJ r合 10
" ]5 

20 

25 

:10 

:15 

n 40 

大正元

" 5 
O 

JI 岳

昭和 :1

11 

H 

" 
11 

11 

が
な
か
っ
た
。

ハ
詰
参
照
)

従
っ
て
吾
人
が
先
に
既
佐
木
遁
畑
作
中
心
の
移
動
に
閲
し
て
論
ぜ
る
い
胞
は

其
の
佳
之
を
本
選
既
往
農
耕
地
中
心
の
動
、
ぎ
に
適
用
す
る
も
大
過
な
含
課
で
・

あ
の
、
此
慮
に
本
選
農
耕
地
中
心
も
亦
東
北
準
せ
る
の
事
置
を
認
め
得
る
。

然
ら
ば
近
年
に
於
け
る
位
置
移
動
賦
況
は
如
何
。
近
年
木
遣
は
同
地
に
於

い
て
著
し
き
滑
加
を
見
、
其
の
畑
地
に
針
す
る
制
ム
口
の
多
き
か
-
加
へ
つ
L
あ

る
事
は
既
に
先
に
一
言
せ
る
屈
で
あ
り
。
昭
和
三
年
に
於
て
岡
地
は
畑
地
の
三



割
に
垂
ん
と
し
て
居
る
事
前
註
に
見
る
が
如
く
で
あ
る
。
故
に
事
情
は
既
往
に
於
け
る
其
と
前
々
趣
を
異
に
す
る
。
私
は
弐
に
之
を

木
造
農
作
(
田
畑
作
付
間
積
合
計
)
中
心
の
調
査
に
依
っ
て
見
る
。

近
年
に
於
け
る
木
造
本
自
の
佳
作
(
田
畑
合
計
)
中
心

(
略
図
〔
六
百
良
〕
参
照
)

大

3ド
(1) 

問

、度

i¥. 

O 分布t
五
秒

『
下
官
良
野
騨
の
四
千

{
南
五
旦
弱

『
下
官
同
良
野
憾
の
西
守

F
P

干
南
約
三
里
市
T

『
下
円
前
良
野
線
の
西
オ
・

{
南
約
一
一
旦
牛

東
微
北
約
二
塁
余

~t. 

四
一束
、度

O 

5 終
O 

f立

ii'e 

前
期
よ
り
移
動

立ミ

九

大

正

十

四

年

四
三
二
九
、
一

O

一
四
二
、
一
三
、
一
二

東
北
東
約
一
虫
十
町

3
3
 

J
I
 

i
 

年

一
同
二
、
一
九
、
一
二

問一一一、一九、

手日

即
ち
農
作
(
田
畑
合
計
)
中
心
は
近
年
の
傾
向
に
於
て
は
大
体
北
緯
四
十
三
度
十
八
分
線
と
東
経
百
四
十
二
度
十
分
線
と
の
交
貼

よ
り
前
者
に
針
し
て
北
に
約
十
五
度
の
角
度
を
な
す
直
線
に
沿
ふ
て
、
東
北
東
微
東
に
一
ナ
年
平
均
約
十
五
町
宛
進
行
し
つ
L
あ
る
。

之
を
前
誠
一
米
作
、
畑
作
の
雨
中
心
の
位
置
と
封
照
す
る
に
‘
農
作
(
田
畑
合
計
)
中
心
の
位
置
は
右
雨
中
心
を
結
ぶ
直
線
上
に
て
畑

作
小
心
の
位
置
に
近
き
地
馳
に
あ
れ
ど
も
、
之
れ
が
年
を
逐
ふ
て
弐
第
に
米
作
中
心
に
近
づ
会
畑
作
中
心
に
遠
ぎ
か
ら
ん
と
す
る
傾

向
を
示
し
居
る
は
、
米
作
市
積
の
割
合
年
々
増
加
す
る
の
事
賢
に
鑑
み
て
理
の
鴬
然
で
あ
る
。

ニ
、
北
米
合
衆
固
に
於
け
る
農
業
中
心
の
位
置
及
び
其
の
移
動

以
上
私
は
紛
々
詳
細
に
北
海
道
に
於
け
る
農
作
中
心
の
既
往
の
移
動
の
方
向
を
た
づ
ね
、
其
の
近
年
に
於
け
る
所
在
鈷
に
就
き
調

査
せ
る
慮
そ
述
べ
た
。
次
に
私
は
北
米
合
衆
闘
に
於
て
調
査
せ
ら
れ
た
る
結
果
に
つ
き
誠
一
ぺ
、
上
遁
本
遺
調
査
の
成
績
と
封
照
し
て

見
ょ
う
。

23 

北
米
合
衆
国
に
於
て
は
一
七
九

O
年
第
一
回
の
国
勢
調
査
の
折
以
来
各
十
ナ
年
一
時
に
人
日
中
心
並
に
正
中
貼
に
就
き
調
査
し
来
っ

て
居
る
の
で
あ
る
が
向
一
八
五

O
年
以
来
各
十
ナ
年
目
一
切
に
農
場
数
中
心
、
農
地
面
積
中
心
、
農
相
場
資
産
償
額
中
心
、
玉
窃
黍
・
小

北
海
道
に
於
げ
る
佳
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

大疋九年米作付面積と大A十年の!耳n作付面積との合計商政£りr.t1:Uぜる位置なり(1) 
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北
海
泣
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

ニ
阿

官
公
・
燕
奈
の
各
生
産
の
小
心
等
農
業
上
の
諸
種
の
中
心
ぞ
調
査
し
て
居
る
C
(

一
九

O
O年
に
於
て
は
向
之
に
加
ふ
る
に
土
地
改
良
而

積
中
心
、
柿
生
産
中
心
、
六
種
穀
物
生
産
中
心
、
農
場
粗
牧
入
中
心
等
の
諸
中
心
も
調
査
せ
ら
れ
た
o
)
右
農
業
上
の
諸
中
心
の
中
川

農
地
面
積
小
心
の
調
査
成
総
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

調
査
年
度

τ 北
'-I'I 

-L  
ノ、

ス*'(~
ft 

一
八
五
O

一
八
六
O

三
七
、
同
一
、

o
一

一
八
七
O

一八、
O
五
、
一
九

一
八
八
O

一八、
O
八
、
二
八

一
ヘ
九
O

コ一
A
、
五
八
、
二
二

一九
0
0

移

劫

総

計

一
ヶ
年
平
均
移
動

三
代
、
一
一
、
三
大

。
、
四
五
、
一
六
・
0

0
、0
0
、五間二一一

三四
てrt

ノ、分

二車(:1
秒

八
五
、
五
問
、
一
ニ
O

べ
六
二
ニ
問
、
一
七

八
八
、
O
一一、問

九
O
、
一
一
、
問
問

九
二
、
五
O
、
一
九

九
、
一
三
、
五
七
・
0

0
、
一
戸
、
O
四
・
七

主
市
首
都
市
よ
り
の
近
似
佼
資

『
ケ
V
J
タ
ツ
キ

1
州
プ
リ

1
ス
イ
ツ
ト
都
内
に
あ
り

1
ハ
イ
す
州

γ

~
v
J
ジ
ナ
チ
の
東
南
微
南
百
二
十
五
明

『
ケ
〆
タ
ツ
キ
l
州
ρ
I
mノ
イ
〆
都
内
に
あ
り
か
イ
マ
ヘ
ヴ
イ
ル
の
市

戸
微
百
四
十
町

『
イ
〆
デ
イ
ヤ
ナ
州
ペ
リ

1
都
内
に
あ
り
エ
パ

y

ス
ピ
ル
の
東
微
北

~
五
十
州

『
イ
リ
ノ
イ
州
ホ
y
f
ト
都
内
に
あ
り
ミ
ツ
ス
ウ
リ

1
州
セ
イ
〕
J
ト

戸
ル
イ
ス
の
東
南
東
百
二
十
五
開

『
イ
リ
ノ
イ
州
マ
ヂ
ソ
〆
郡
内
に
あ
り
ミ
ツ
ス
ウ
リ
l
州
セ
イ
〆
ト

H
W
イ
ス
の
北
微
東
二
十
五

m

『
ミ
ツ
ス

v
v
I州
力
人
デ
〆
都
内
に
あ
り
ジ
エ
プ
ア
l
y
v
J
市
町

{
西
南
同
十
ぺ
叩

即
ち
之
れ
に
依
っ
て
見
る
に
北
米
合
衆
国
に
於
け
る
一
八
五

O
年
よ
り
一
九

O
O年
に
至
る
五
十
年
間
の
農
地
小
心
の
移
動
脈
況

は
大
体
に
於
て
東
微
北
に
向
っ
て
進
み
来
れ
る
を
知
る
。
而
し
て
其
の
移
動
一
ヶ
年
平
均
速
度
は
北
に
約
瓦
問
秒
、
回
に
約
十
一
分

四
秒
に
し
て
之
を
本
選
に
於
け
る
農
作
小
心
の
最
近
の
移
動
に
比
す
る
時
は
其
の
建
度
甚
冗
し
く
大
で
あ
る
。

前
此
の
外
北
米
合
衆
閥
に
於
け
る
燕
多
・
五
窃
黍
・
小
婆
等
重
要
作
物
の
生
産
中
心
の
調
査
結
果
に
見
る
も
其
の
所
作
動
は
或
る

も
の
は
比
較
的
北
部
に
位
置
し
(
燕
多
及
小
多
可
或
る
も
の
は
比
較
的
南
部
を
走
り
(
玉
窃
黍
可
叉
戎
る
も
の
は
他
に
先
ん
じ
て

大
陸
内
地
に
準
入
し
(
小
泰
三
或
る
a
b
の
は
梢
々
之
れ
に
遅
れ
て
準
む
(
玉
萄
黍
)
等
相
互
に
異
っ
て
居
る
が
、
其
の
移
動
方
向
に
至

つ
て
は
何
れ
も
大
体
相
似
で
あ
り
農
地
中
心
と
梢
々
同
様
に
西
微
北
に
謹
ん
で
ゐ
る
の
は
特
に
出
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
即
ち
こ

C!)“Twclfth Cpl1cn" of t!Je lT， 2，" 1¥)()O ¥"01 r 九日ricnltnrr.Pttrt J. Xl， 



れ
は
北
米
合
衆
国
の
農
業
が
西
徴
北
方
に
向
っ
て
移
り
来
っ
た
事
賓
沿
表
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
示
、
之
佐
木
造
に
於
け
る
東
北
万

移
動
と
針
照
す
る
時
は
東
西
其
の
方
向
相
反
す
る
諜
で
あ
る
。

ホ

、

曲

民

正
作

今
-
.1
 

I
 

貼

弦
に
正
中
黙
と
-
一
一
一
u

ふ
は
英
語
に
於
け
る
メ
ヂ
ア
ン
ボ
f

ン
ト
に
し
て
高
岡
博
士
の
用
語
で
あ
る
。
即
ち
農
作
正
中
動
と
は
調
査
地

域
内
に
於
け
る
農
業
作
付
地
ぞ
東
西
及
び
南
北
に
そ
れ
ん
¥
二
等
分
す
る
二
線
の
交
駐
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
農
作
正
中
黙
は

前
蓮
農
作
中
心
と
其
の
性
質
を
具
に
し
、
農
業
作
付
地
の
地
域
的
分
布
比
率
の
あ
ら
ゆ
る
襲
化
に
よ
の
庇
ち
に
影
響
せ
ら
る
L
色
の

で
は
な
く
‘
唯
其
の
東
西
或
は
南
北
の
二
等
分
線
に
よ
り
分
た
れ
た
る
そ
れ
ぞ
れ
相
劃
す
る
爾
地
域
内
に
於
け
る
農
業
作
付
地
の
両

積
に
不
同
の
生
じ
た
る
揚
ム
口
に
於
て
の
み
、
之
を
そ
れ
ん
¥
3
等
分
に
分
つ
貼
に
ま
で
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
之
ぞ
別
言
す
れ
ば

農
作
小
心
に
於
て
は
同
じ
作
付
面
積
の
増
減
と
臨
も
其
の
増
減
の
地
貼
即
ち
中
心
よ
り
の
方
位
と
距
離
に
依
り
何
れ
も
中
心
ぞ
移
動

せ
し
む
る
力
に
不
聞
が
あ
る
け
れ

E
も
、
農
作
正
中
耕
に
於
て
は
、
縦
横
の
雨
二
等
分
線
に
よ
り
分
た
る
L
四
筒
地
域
中
各
其
の
同

じ
地
域
内
に
於
け
る
面
積
増
減
な
る
限
り
、
其
の
地
貼
の
如
何
に
か
L
わ
ら
歩
正
中
駐
に
影
響
す
る
慮
は
濁
り
其
の
増
減
面
積
の
ふ
人

小
に
関
係
す
る
の
み
で
あ
る
、
従
っ
て
農
作
正
中
黙
の
位
置
及
其
の
移
動
賦
態
は
必
余
し
も
農
作
中
心
の
其
と
一
致
す
る
も
の
に
非

歩
、
而
か
も
正
小
結
・
も
亦
叙
上
の
性
質
に
よ
り
農
作
中
心
と
は
全
然
異
な
る
意
味
か
ら
よ
く
農
業
作
付
面
積
の
分
布
蹴
態
及
其
の
盤

化
を
大
観
せ
し
め
る
の
資
と
な
る
。
五
日
人
は
此
の
雨
者
を
合
せ
調
査
し
.
之
を
比
較
吟
味
す
る
事
に
よ
り
農
業
作
付
面
積
の
分
布
賦

態
及
び
其
の
移
動
に
関
す
る
概
念
ぞ
最
も
正
確
に
把
握
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

次
に
北
小
川
遣
に
於
け
る
最
近
三
期
の
調
査
結
果
を
掲
け
る
。

北
海
道
水
島
に
於
け
る
農
作
正
中
動

一

、

畑

貼

ハ
略
闘
〔
六
頁
〕
品
世
間
…
〕

信・，a何a
，

正

r.t 

2!i 

調

査

年

度

北

手牢

東

来車

近

似

1，~: 

i員a

前
期

L
り

移

動

北
海
泣
に
於
げ
る
伎
作
中
心
の
移
動
に
閥
す
る
研
究

]i. 
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北
海
道
に
於
げ
る
良
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
併
究

k 

}巳

.、
F』

a

日・

2
4

4
ノ

I
」，

F
a
.

昭

和

三

年

移

動

館

前

一
ヶ
年
平
均
移
動

制

刷

査

年

度

大

正

ブ1.

i!~ 

ブー

正

PLJ 

i!'-

昭

和

三

年

移

動

総

計

一
ヶ
年
平
均
移
動

度

分

秒

間一一一、
O
八
、
ニ

O

哩

秒

一同一一、
O
A
、一一一
O

一
四
一
一
、
-
八
、
一
八

一
四
二
、
二
五
、
一
一
O

。
、
一
大
、
五
0

0
、O
一一、一一阿

思5

E来
五:
i¥.分

2終
干合

二
間
二
、
O
三
、
一
一

一間一一、
O
五
二
一
二

。、
O
七
、
一
七

o、
。
、
五
五

『
出
生
知
郡
金
山
際
/
問
・
方
約

~
五
虫
二
十
丁

『
山
空
知
郡
金
山
際
/
四
千
千

戸
市
方
約
二
虫
十
二
丁

尚
弘
知
郡
金
山
際
エ
紋
ス

}

紅

似

位

託

『
瀧
川
際
ノ
南
東
微
東
約
一

戸
製
二
十
丁

『
歌
志
内
際
ノ
東
北
千
千
束

戸
約
七
了

『
歌
志
内
際
ノ
東
北
寸
寸
東

{
約
一
泉
大
丁

一一六

来
千
千
南
方
約
三
思
二
十

丁東
才
a

・4
寸
北
方
約
二
県
十
二

1

・4前
期
よ
り
移
動

東丁来
~t :[ 
:[寸
寸北
東約
約一
三旦l
十二
阿十
r 7:.. ノ、.

即
ち
之
れ
に
依
れ
ば
木
道
本
島
に
於
け
る
畑
作
付
面
積
の
正
中
貼
は
、
口
以
近
(
昭
和
三
年
)
北
緯
四
十
三
度
八
分
、
東
経
百
四
十

二
度
二
十
五
分
二
十
秒
の
個
所
に
し
て
宛
か
も
空
知
郡
金
山
騨
附
一
五
に
あ
り
、
之
身
太
正
十
年
以
降
七
ク
年
の
推
移
に
見
る
に
、
畑

作
正
中
貼
は
北
緯
凶
十
三
度
八
分
線
に
沿
ひ
て
東
方
に
向
ひ
、
一
ナ
年
平
均
二
十
八
町
乃
至
三
十
二
町
宛
進
み
来
っ
て
居
る
。
而
し

て
昭
和
三
年
の
米
作
正
中
黙
は
歌
志
内
酵
の
東
北
微
生
泉
約
一
塁
六
町
の
地
貼
で
、
即
ち
北
緯
四
十
三
度
三
十
二
分
間
十
五
秒
、
東

経
百
四
十
二
度
五
分
二
十
二
秒
に
位
す
る
P

而
し
て
其
の
大
正
九
年
以
降
の
移
動
を
前
掲
の
調
査
に
よ
り
見
れ
ば
、
北
緯
四
十
三
度

四
三
、
O
七、一ニ

O

(ー) (ー)

四一ニ、
O
八、
0
0

。、

0
、二

0

0
、

ο、O
三

三
十
一
分
線
と
東
経
百
四
十
一
度
五
十
七
分
線
と
の
交
鈷
よ
り
北
緯
線
に
針
し
北
に
約
十
五
度
の
角
度
を
持
つ
方
向
を
取
り
て
一
・
7

年
約
十
一
、
二
町
宛
進
行
し
来
っ
た
事
を
表
示
し
て
居
る
o

二
、
米

正

作

'
 

l
 
r
 

レ
μ

九一平

，

寸

寸

土

山

町

度

砂

秒

間
三
、
r
‘晶、.一

O

四
一
ニ
、
古
二
、
三
O

四
三
、
一
ニ
二
、
問
五

。、

o、
二
五

。、

0
、
oz一



向
畑
作
並
に
米
作
の
雨
正
中
貼
h
q
比
較
す
る
に
其
の
最
近
敷
舟
ノ
年
に
於
け
る
調
査
結
果
に
於
て
畑
作
が
東
進
す
る
に
針
し
て
米
作
ー

が
東
よ
り
の
東
北
方
に
向
っ
て
進
め
る
事
宛
か
も
畑
作
中
心
及
び
米
作
中
心
に
於
け
る
骨
子
、
と
同
様
で
あ
る
。
而
し
て
右
柄
正
巾
黙
の

東
西
及
び
南
北
の
関
係
的
位
置
も
雨
中
心
聞
の
其
と
栴
々
相
似
で
あ
っ
て
、
東
経
度
に
於
て
は
一
般
畑
作
正
中
鈷
の
方
が
米
作
正
中

貼
よ
り
も
稿
々
高
く
、
北
緯
度
に
於
て
は
米
作
正
中
鈷
の
方
が
一
般
畑
作
正
中
貼
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
本
選
農
業
作
付
地
分
布
の
近

年
に
於
け
る
盤
化
の
趣
勢
が
、
米
作
は
陀
較
的
東
北
方
部
に
、
畑
作
は
比
較
的
東
方
部
に
其
の
比
率
ぞ
増
大
し
つ

L
あ
る
の
事
貨
を

表
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
す
、
夏
に
本
選
作
付
地
は
、
畑
作
に
於
て
は
米
作
に
於
け
る
よ
り
も
梢
々
東
南
部
に
序
く
、
従
っ
て
米
作

に
於
て
は
畑
作
に
於
け
る
よ
り
も
西
北
方
に
偏
す
る
こ
と
ぞ
最
も
明
確
に
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
之
h
q
各
中
心
と
之
に
針
踏
す
る
そ

れ
ん
¥
王
中
鈷
と
の
相
互
関
係
に
就
て
言
へ
ば
畑
作
に
於
て
は
正
中
勤
は
中
心
の
南
方
に
あ
り
、
米
作
に
於
て
は
、
之
に
反
し
て

正
巾
貼
は
中
心
の
北
方
に
あ
る
。
故
に
雨
正
中
貼
の
位
置
の
南
北
の
開
会
、
は
、
雨
中
心
の
其
れ
よ
り
も
蓮
か
に
大
で
あ
る
。
こ
れ
畑

作
付
地
は
絶
針
面
積
に
於
て
其
の
中
心
よ
り
も
南
方
に
多
く
存
花
し
、
米
作
付
地
は
却
っ
て
、
其
の
中
心
よ
り
北
方
に
多
く
存
布
ず

る
事
を
一
不
す
'
も
の
で
あ
る
。
而
か
も
各
其
の
中
心
が
一
は
正
中
鈷
よ
り
北
方
に
一
は
却
っ
て
南
方
に
位
置
す
る
所
以
の

4
の
は
、
小

心
よ
り
市
方
及
び
北
方
に
存
花
す
る
各
作
付
地
に
就
て
、
畑
作
に
於
て
は
南
方
に
存
布
す
る
作
付
地
の
方
が
北
方
に
存
花
す
る
も
の

よ
り
も
比
較
的
中
心
に
近
く
、
同
様
に
米
作
に
於
て
は
其
の
中
心
よ
り
南
方
に
存
有
す
る
作
付
地
の
方
が
北
方
に
存
在
す
る
其
よ
り

も
比
較
的
遠
距
離
の
地
貼
に
偏
十
代
す
る
事
そ
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
弐
に
中
心
及
正
中
耕
の
一
少
年
平
均
移
動
距
離
を
相
互
比
較
す
石
に
、
畑
作
に
於
て
は
其
の
正
中
黙
の
移
動
(
一
少
年
平
均
約
三

十
一
一
I
弱
)
は
中
心
の
移
動
(
一
ナ
年
平
均
約
二
十
丁
強
)
よ
り
も
柏
々
大
で
あ
り
、
米
作
に
於
て
は
此
に
反
し
て
、
其
の
正
巾
貼
の

移
動
一
(
一
ナ
年
平
均
十
二
丁
)
は
中
心
の
移
動
(
一
ナ
年
平
均
二
十
四
丁
)
よ
り
造
か
に
小
で
あ
る
。
こ
れ
畑
作
に
於
て
は
其
の
作

付
面
積
比
率
の
主
と
し
て
増
大
せ
る
地
域
(
河
西
支
鹿
)
が
之
を
綿
体
的
に
兄
て
比
較
的
中
心
に
一
泣
き
地
黙
に
あ
り
し
に
反
し
て
、

米
作
に
於
て
は
其
の
作
付
面
積
比
卒
の
主
な
る
増
加
場
所
が
比
較
的
中
心
ぞ
離
る
L

事
大
な
る
地
域
(
網
走
、
留
萌
柄
支
臨
等
)
に

27 

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
附
す
る
研
究

二
七
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あ
り
し
か
-
表
は
す
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
に
於
げ
る
伎
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

A 

北
に
参
考
の
矯
め
に
北
米
合
衆
閣
に
於
け
る
農
業
正
中
艶
に
就
き
調
査
せ
ら
れ
た
る
結
果
を
一
瞥
し
よ
う
。

北
米
合
衆
固
に
於
い
て
は
正
中
駄
に
聞
し
で
も
、
其
の
中
心
に
閉
し
て
と
同
様
農
業
上
種
々
の
観
駄
に
就
て
之
れ
が
調
査
を
行
っ

て
居
る
o

立
(
等
諸
調
査
の
巾
農
耕
地
雨
積
に
閲
す
る
正
巾
黙
の
調
査
成
績
を
韓
載
す
る
。

北
米
合
衆
岡
に
於
け
ゐ
農
耕
地
面
積
の
正
中
動

制
査
年
度

τ 北
'尺度

内骨
二五It
fJ; 

一
八
五
O

一
八
六
O

一七、一一二ハ、

一
八
七
O

一八
J
・7
曲
、
四
八

一
八
八
O

三
人
、
同
一
、
五
九

一
八
九
O

三
八
、
五
一
、
四
八

一九
0
0

移

動

統

計

一
ヶ
年
平
均
移
動

三
八
、
二
八
、
一
九
・
二

。
、
五
三
、
五
八
・
ニ

o、
o
一
、
阿
・
=
一

i¥ 
Z 丙
ー二度
O 
-'-
ノ、企

ゴ終

八
四
、
五
O
、一二五

八
五
、
二
五
、
一
一

八
七
、

a-
、
二
問

八
九
、
一
八
、
四
二

九
二
、
五
七
、
二
五

九
、
五
O
、五一一一

0
、
一
一
、
四
九

主
要
都
市
よ
り
の
近
似
位
置

『ヶ

y

タ
ツ
キ
!
州
プ
リ
ス
イ
ツ
ト
都
内
に
あ
り
か
イ
ス
ヴ
イ
ル

(
の
東
南
東
百
五
十
附

『
ケ
ザ
ザ
タ
ツ
キ
l
州
ポ
イ
ル
都
内
に
あ
り

w
イ
ス
ヴ
イ
ル
の
東
南

Z
ハ
十
八
剛

『
ケ
d
J
タ
ツ
キ
1
州
〈
)
J
F
1
都
内
に
あ
り
ル
イ
ス
ヴ
イ
か
の
東

戸
北
三
十
六
問
問

『
イ
ゲ
デ
エ
ア
ナ
州
ダ
ヴ
イ
ス
郡
内
に
あ
り
Z

パ
〆
ス
グ
イ
耐
の

~
北
北
東
五
十
四
唄

-
イ
リ
ノ
イ
州
7
Z
イ
エ
ツ
ト
都
内
に
あ
り
ス
プ
リ
〆
グ
7
イ

I

Fjv
ド
の
東
南
微
雨
六
十
七
剛

マ
ミ
ツ
ス
ウ

p
l
州
宅
か
ず
)
J

郡
内
に
あ
り
ジ
エ

7
7
1
y
v
市

~
の
商
微
雨
同
十
王
開

即
ち
北
米
合
衆
国
の
農
耕
地
の
正
中
馳
は
過
去
五
十
年
間
に
於
て
.
大
体
東
微
北
に
向
っ
て
準
み
来
っ
て
居
る
。
而
し
て
之
れ
を

前
掲
農
耕
地
中
心
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
斯
岡
の
農
耕
地
中
心
と
其
の
正
中
黙
と
は
、
其
の
準
行
に
於
て
時
に
悶
々

相
違
あ
れ
ど
も
大
体
は
雨
者
相
作
ひ
移
動
の
方
向
に
つ
い
て
も
距
離
に
つ
い
て
も
其
の
間
甚
だ
し
き
控
庭
あ
る
か
}
見
な
い
。
之
を
北

栴
遁
に
於
け
る
正
中
鈷
の
調
査
と
針
照
す
れ
ば
、
肢
に
中
心
の
調
査
に
就
き
比
較
封
照
せ
る
際
一
言
ぜ
る
と
同
様
、
其
の
移
動
の
方

向
の
全
く
相
呉
る
と
、
移
動
蓮
度
に
於
て
北
米
合
衆
国
の
方
が
甚
だ
し
く
よ
人
な
る
二
酷
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
o
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回
、
北
海
蓮
に
於
げ
る
農
作
中
心
移
動
の
社
曾
経
滴
的
関
係

本
選
農
作
中
心
及
正
中
貼
の
移
動
肱
況
は
取
り
も
直
さ
す
本
道
農
業
貰
源
開
裂
の
地
域
的
護
展
経
過
を
如
貨
に
一
応
す
も
の
に
外
な

ら
示
、
農
業
ι
倍
以
て
基
礎
と
せ
る
本
選
拓
殖
事
業
進
展
の
跡
を
最
も
明
か
ら
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
が
素
因
と
し

て
は
も
と
よ
り
本
選
の
本
州
に
叫
制
す
る
地
理
上
の
位
置
及
び
本
選
各
地
域
の
地
勢
気
候
等
自
然
的
賦
況
に
依
っ
て
影
響
せ
ら
れ
し
も

の
大
な
る
べ
く
、
更
に
祉
舎
経
輝
上
に
於
け
る
各
般
の
現
象
が
之
に
興
っ
て
開
係
あ
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
単
克
之
に
根
幹
的

関
係
な
有
す
る
も
の
は
土
地
と
人
と
で
あ
る
。
即
ち
之
を
換
言
す
れ
ば
、
本
道
土
地
虞
分
攻
策
の
経
過
と
之
に
伴
ふ
移
民
招
棟
、
人

口
増
殖
の
現
象
で
あ
る
。

ィ
、
本
道
農
作
中
心
の
移
動
と
本
遁
土
地
政
策
と
の
閥
係

水
道
は
開
拓
使
の
設
置
以
来
、
土
地
私
有
制
を
以
て
其
の
富
源
を
開
輩
せ
ん
と
し
‘
日
以
じ
固
有
未
開
地
の
掲
分
を
以
て
木
造
拓
凋

の
中
幅
政
策
と
し
種
々
経
論
の
行
な
は
れ
し
を
見
た
。
明
治
十
九
年
北
海
道
鹿
の
統
治
に
属
す
る
に
及
ふ
や
直
ち
に
同
年
よ
り
明
治

二
十
二
年
に
至
る
の
聞
に
全
遁
の
大
原
野
に
就
て
譲
め
地
質
の
良
否
、
地
勢
の
遁
.
不
適
等
を
調
査
し
て
描
民
地
の
選
定
を
な
し
.

其
後
も
各
地
の
小
原
野
に
就
て
之
れ
が
選
定
を
な
す
慮
が
あ
っ
た
。
一
方
明
治
二
十
二
年
大
和
園
十
津
川
榔
躍
災
民
の
移
住
に
常
り

疹
住
地
を
匝
劃
せ
る
を
初
め
と
し
、
爾
来
選
定
曹
の
殖
民
地
を
年
々
区
劃
し
て
、
土
地
の
整
理
争
潟
す
と
共
に
之
れ
が
い
掲
分
に
使
な

ら
し
め
た
。
新
く
て
明
治
十
九
年
六
月
間
令
北
栴
遁
土
地
梯
下
規
則
、
明
治
三
十
年
法
律
第
一
一
十
六
蹴
北
海
遁
固
有
未
開
地
品
分
法

29 

並
に
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
七
誠
に
よ
る
同
法
改
正
等
に
よ
り
‘
之
を
貸
付
け
又
は
責
梯
ひ
成
功
後
叉
は
議
定
期
間
内
に
起
業

若
手
し
た
る
者
に
附
興
す
る
の
法
を
講
じ
、
移
民
に
針
し
て
は
直
接
或
は
間
接
に
諸
種
の
保
護
施
設
を
な
し
て
之
を
助
長
し
た
の
で

あ
る
。
新
く
し
て
本
選
の
土
地
開
輩
と
移
民
招
抹
の
賓
は
準
展
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
選
農
業
は
之
に
伶
ひ
土
唱
と
人
と
ぞ
得
て
護

建
の
一
迭
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
殖
民
地
選
定
区
劃
事
業
賓
施
前
に
於
け
る
賢
下
、
下
島
、
貸
下
、
掛
1
い
の
土
地
は
ニ
一
日
ふ
も

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

九

明治五年¥-Jj 太政官布告第304鏡 北海道土地質貸)JlJ!iJ

明治十九年六月 閥令第16競北海道土地梯下規JlIJ
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北
海
道
に
於
げ
る
内
凶
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

O 

一
史
な
り
、
本
事
業
に
よ
る
而
積
及
び
書
一
教
も
.
従
っ
て
其
後
の
貸
下
.
掛
下
、
貸
付
、
附
輿
等
の
土
地
に
於
て
も
‘

ι
人
体
活
初
は
交

通
、
地
質
.
土
勢
等
の
開
係
に
於
て
比
較
的
便
宜
の
地
馳
に
多
か
り
し
は
笛
然
に
し
て
之
れ
が
道
路
、
錨
遇
、
港
時
間
‘
治
水
等
の
土

木
卒
業
及
び
教
育
街
生
ル
甲
子
の
枇
合
的
施
設
共
他
の
補
助
政
策
の
資
施
に
よ
り
‘
漸
次
奥
地
に
向
っ
て
進
入
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
本
惑
の
農
耕
地
或
は
農
業
作
付
地
も
亦
慮
分
主
地
面
積
の
準
行
と
人
口
の
現
象
の
推
移
と
に
詰
接
な
る
聯
闘
が
}
持
ち
、
土

地
私
有
制
度
の
下
に
、
開
墾
並
に
農
業
上
に
於
け
る
諸
種
の
試
験
、
指
導
、
奨
勘
施
設
と
相
倹
っ
て
次
第
に
其
の
面
積
ぞ
加
へ
、
其

の
分
布
を
漸
究
奥
地
に
向
っ
て
拙
掛
け
た
る
べ
き
は
荒
し
自
然
の
数
で
あ
る
。

今
明
治
二
十
二
年
、
明
治
二
十
五
年
よ
り
大
正
五
年
に
至
る
各
五
ク
年
句
、
及
び
太
正
八
年
ま
で
の
各
疏
民
地
隠
却
の
累
計
書
数

80 

北
前
近
孤
島
地
匹
剖
(
議
数
)

並
に
大
正
八
年
ま
で
の
同
剖
殖
民
地
の
累
計
而
積
を
各
国
別
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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合
一
一
z
一

一
、
旦
六
回

出
一
一
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、
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ニ
一
一

一
回
、
九
九
一

回
、
四
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ニ
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、
品
ニ
四
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大
正
八
年
迄
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水
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一
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フ可
7旬、
プミ
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道
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陪
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面
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正
八
年
迄
合
計
)
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Bリ

4
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町

二
三
一
、
六
三

0
・
八
七
二
四

三
O
、
五
九
六
・

O
、一

0
0

五
、
六
一
一
一
・
一
ニ
一
二
五

ぺ
五
、
二
五
六
・
三
四
二

O

ム
ハ
、
ム
ハ
四
七
・
。
大
二
九

二
七
五
、
二
八
六
・
五
八
二
八

八
O
、
八
ニ
ム
ハ
・
七
九
一
七

五
O
、
九
八
一
・
四
八

0
0

二
一
問
、
七
二

0
・
ゴ
一
九
}
九

一
二
五
、
大
五
四
・
八
六
ご
ニ

一、

0
0
八
二
一
二
一
・
七
五

0
0

伊j

数

上b

股 i波後石

言rrFi 見室路Iß~高張}:~志狩

数
%
 

一一一一二一

一ニ・

0

0
・ムハ

k

五

0
・七

二
七
二
ニヘ
・
O

五
・
一

一一一・一一一

一
二
・
五

一0
0
・。

日千?夫北紋釧十
即
ち
右
の
表
に
依
っ
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
本
選
前
知
民
地
底
劃
事
業
は
、
初
め
石
狩
圏
内
に
於
て
多
く
行
な
は
れ
、
之
れ
が
明

治
中
葉
を
過
ぐ
る
頃
よ
り
次
第
に
十
勝
、
北
見
、
天
盤
、
釧
路
仙
寺
の
東
部
或
は
北
部
諸
園
に
多
く
行
な
は
る
L
に
至
っ
て
居
る
の
で

あ
っ
て
、
大
正
八
年
末
ま
で
の
累
計
書
一
致
は
本
選
の
東
北
端
に
位
置
す
る
北
見
闘
が
既
に
首
位
を
占
め
四
万
二
千
七
百
議
そ
越
え
、

全
選
綿
童
数
の
約
二
割
六
分
で
あ
り
、
之
に
弐
ぐ
は
十
勝
園
の
約
三
万
二
千
百
毒
‘
其
の
綿
童
数
に
劃
す
る
割
合
は
約
二
割
で
あ
る
。

而
し
て
石
狩
園
は
第
三
位
に
あ
り
、
之
い
い
弐
ぐ
天
腫
園
は
稲
石
狩
固
に
匹
敵
す
る
書
数
に
昇
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
本
道
東
部
及
び
北

部
に
位
置
す
る
北
見
、
十
勝
、
天
盟
、
並
に
釧
路
、
根
室
の
諸
国
の
殖
民
地
主
教
を
合
計
す
る
時
は
十
一
万
七
千
八
百
主
な
越
え
、

全
選
棉
主
教
の
約
七
割
に
蛍
っ
て
居
り
、
更
に
之
を
其
の
面
積
に
就
て
言
へ
ば
棉
区
割
面
積
百
万
八
千
館
町
歩
の
中
七
十
四
万
七
千
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北
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研
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82 

館
町
歩
で
あ
り
.
綿
隔
制
面
積
の
貰
に
七
割
四
分
以
上
を
占
め
て
居
る
。
之
に
依
っ
て
、
本
遁
の
揃
民
地
選
定
並
に
非
、
の
阪
却
が
如

何
に
東
部
及
北
部
諸
地
域
に
多
く
漉
け
ら
れ
た
る
か
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
選
南
部
及
び
西
部
地
域
を
い
向
む
る

波
島
及
び
後
志
二
闘
に
於
て
.
前
後
を
通
じ
て
殖
民
地
の
選
定
区
劃
せ
ら
れ
た
る
事
の
少
き
は
此
仙
寺
二
園
、
か
何
れ
も
本
道
十
一
ナ
園

小
、
根
室
岡
に
究
で
の
小
閣
で
あ
り
、
而
か
も
山
獄
重
品
し
て
肥
沃
の
卒
野
に
乏
し
き
に
加
へ
て
、
此
等
雨
闘
は
木
造
十
一
ナ
圏
中

円
以
も
日
十
く
間
後
せ
ら
れ
た
る
地
域
に
屈
し
、
矯
め
に
可
墾
可
耕
未
開
地
面
積
の
既
に
比
較
的
少
な
か
り
し
に
基
問
す
る
。

斯
く
の
如
く
に
し
て
、
本
選
の
未
開
地
は
此
等
匝
割
地
に
就
て
、
即
ち
主
と
し
て
、
中
央
部
に
初
ま
り
東
部
及
北
部
の
地
域
に
及

ん
で
貸
下
、
掛
下
、
貸
附
、
附
典
、
或
は
費
却
等
の
諸
種
の
晶
分
を
探
ら
れ
、
人
口
は
之
を
迫
っ
て
究
第
に
其
の
地
域
的
分
布
を
擁

大
し
‘
其
の
中
心
を
東
北
方
に
向
っ
て
移
動
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
本
選
の
農
業
の
地
域
的
に
東
北
方
に
移
動
護
展
せ

る
の
主
要
悶
も
亦
此
に
あ
る
事
は
必
定
で
あ
る
。

求
問
地
底
分
の
準
行
に
就
て
は
既
に
高
岡
博
士
が
人
口
中
心
移
動
の
主
要
な
ら
原
因
の
一
と
し
て
之
を
濯
次
説
明
せ
ら
れ
て
居
る
。

私
は
次
に
人
口
分
布
の
推
移
と
農
業
の
地
域
的
輩
展
と
の
寝
接
な
る
関
係
に
就
き
論
述
し
よ
う
o

即
ち
之
れ
に
依
り
未
開
地
慮
分
の

進
行
と
農
業
と
の
関
係
も
亦
自
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

口
、
本
選
既
往
農
作
中
心
の
移
動
と
人
口
中
心
の
移
動
と
の
関
係

も
と
本
選
の
桁
刻
は
農
業
的
開
畿
を
以
て
主
眼
と
せ
ら
れ
.
農
業
の
護
建
を
根
幹
と
し
て
準
捗
し
た
。
従
っ
て
本
道
の
人
口
噌
殖

挽
務
小
、
農
業
人
口
の
推
移
は
最
も
重
要
な
る
要
素
を
な
く
し
て
居
る
。

A
1
之
を
累
年
本
道
来
住
者
の
職
業
別
に
つ
き
見
る
に
、
来

住
農
業
者
の
綿
来
住
者
に
針
す
る
割
合
は
明
治
初
年
に
於
て
は
比
較
的
小
で
あ
る
が
之
れ
が
次
第
に
増
大
し
、
た
ち
ま
ち
他
業
移
住

者
に
冠
絶
す
る
に
至
り
、
明
治
三
十
年
以
降
大
正
二
年
に
至
る
期
聞
は
其
の
割
合
最
も
大
で
あ
っ
て
.
明
治
三
十
年
よ
り
同
三
十
三

年
に
至
る
問
.
同
三
十
八
年
よ
り
大
正
二
年
に
至
る
間
各
年
の
如
き
来
住
者
中
農
業
者
が
過
学
教
を
占
め
て
居
る
。
其
の
後
農
業
者

の
来
住
割
合
は
前
々
減
少
し
た
が
向
綿
来
住
者
の
学
教
に
近
き
割
合
を
保
ち
遥
か
に
他
業
者
h
q
凌
駕
し
て
居
る
蹴
態
で
ふ
る
。
新
く
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て
本
遁
現
住
人
口
小
、
農
業
人
口
の
割
合
は
、
之
そ
尖
表
に
見
る
が
如
く
、
明
治
十
九
年
に
至
る
も
未
古
僅
か
に
二
割
に
満
た
ぎ
り

し
も
の
が
累
年
越
増
し
て
、
大
正
元
年
に
は
既
に
五
割
操
に
謹
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
明
治
初
年
以
来
、
大
正
の
初
め
に
至
る

五
十
年
間
の
本
選
人
口
増
殖
は
主
と
し
て
農
業
人
口
の
増
殖
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
遁
農
業
人
口
の
綿
人
口
に
針
す
る
割
合

明

治

十

九

年

明

治

二

十

四

年

明

治

二

十

九

年

明

治

三

十

一

年

明

治

三

十

五

年

明

治

同

十

年

大

正

一

五

年

大

正

五

年

農

業

人

口

六
一
、
一
五
七

二
六
、
一
三
五
(
戸
邸
)

五
問
、
三
二
八
(
戸
数
)

三
二
一
、
七
五
九

間
七
一
一
、
丸
一
一
一
七

六

O
七
、
五
四
七

八
代
一
、
六
四
八

九
九
一
、
一
一
七

総

人

一ニ

0
・A
、
八
七
一

九
二
、
間
二
二
(
戸
敵
)

一
四
九
、
一
四

O
(
戸約〉

八
五
三
、
一
ご
一
ア
九

一、

O
四
五
、
八
一
ニ
一

一
、
三
九

O
、
O
七
九

一
、
七
三
九
、

O
九
九

一
、
九
八
四
、
五
ニ
ペ 仁i

農
業
人
口
の
線
人
口
に
却
す
る
割
合

一
九
・
八
件

二
八
・
三

一
ニ
六
・
四

三
六
・
七

四
五
・
ニ

同
プ
一
・
七

五
0
・七

日
M

・'
L
'し

n
u
ι
J
ノ

J
ノ

[，，)位
右業
)戸

数
の
総
戸
数

刻
す
る
告IJ
A、
'" 

之
れ
は
皐
完
本
遁
人
口
現
象
の
推
移
と
本
選
農
業
護
展
と
の
済
接
な
る
関
係
そ
示
す
も
の
に
外
な
ら
歩
、
従
っ
て
本
選
の
人
口
と
農

業
と
の
各
其
の
地
域
的
分
布
の
推
移
に
於
け
る
携
行
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
本
遁
累
年
人
口
の
地
域
的
推
移
賦
態
を
表
示
し
よ
う
。

北
海
道
人
口
、
園
別
累
年
比
較
表数

33 

後者1 或|

;占;.J'J' jJij 

明
治
十
六
年

一石、三九五

五八、六四九 資

明
治
十
九
年

四五、六口九

七一、一一一号一

明
治
廿
五
年

九七、一一=一

一一一一=一、正一一回

大
正
一
冗
年

五八一ニ、(〕一五

一一A
O
、E
一。

大
正
五
年

六五ニ、一一一一五

一五七、九八回

明
治
三
十
年

ユD
Z
、五一五

一七ニ、人間一品

明
治
叶
五
年

占一一品、穴四七

ニ一(〕、六一石

明
治
四
十
年

四六一、一八八

一一六一、四六六

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
併
究



34 

北
海
道
に
於
げ
る
段
作
中
心
の
移
動
に
関
す
る
研
究

イT天北千根郵11十日除波合天北千紋釧十 111.除波後石以l

計lli!兄島袋路勝首i振ぬ

一ニ
z
一
、
ニ
九
七

一{〕、一品ニ六

九
、
六
O
一

一
一
、
岩
屯
九

五、一品一一一

五
、
四
九
五

一、
z
一-一〈

ュ
、
九
〈
四

六
、
一
ニ
一
品

ニ
一
宝
、
九
五
ニ

計櫛見向主 t持目来高張烏;ぷ狩 JJIJ

明
治
十
六
年一0・八

一一-一一・一一

回
八
・
品

問・一一
目一・品

0
・九

一一・
0

一一二一

0
・五

一-一一
一一・凶

-
0
0
・。

一
三
一
一
、
八
九
一

一一一、岳山中ハ

一
一
、
品
ニ
品

ニ、一-E一一
ι一一ι一コ一

九、二一ご一二

一

九、(。u。
九

一、.穴穴一二

一

回、品レ唱し叫

ん
、
(
〕
三
六

一一一
O
A
、
人
晶
一

上巳

例

明
治
十
九
年

一
回
・
八

一一=一・一

回一一=一・
0

凶
・
一

世一・八

0
・ハ

=
7
0
 

一一・九
0
・五

一
・
五

一一・六
一00
・0

一
品
六
、
ハ
ニ
(
〕

ユ一品、一品ニ盟一

一
五
、
旦
八
八

ニ
、
九
六
O

一
回
、
八
一
ニ

一
一
O
J
一
九
九

z
、合一一一

一
回
、
五
六
五

一
五
、
一
品
ニ

五
(
〕
九
、
品
九
ハ

数
明
治
廿
五
年

一九・
0

一
函
・
一
一

=
図
・
晶
子
o

r一・
0

0
・六

一一・九

回・
0

0
・七

一一・九
=一・
0

一〔〕
0
・
0

ニ(〕晶、一一一一一

四
〈
、
回
八
一
一

一
二
、
一
室
一
品

-o、
ハ
国
ニ

一九、品ニ一-一

二
八
、
一

O
四

回
、
四
一
ニ

旦
也
、
四
O
一一

三
口
、
〔
〕
九
九

七
八
六
、
ュ
一
一

明
治
=
一
十
年

ニ
品
・
九

一
三
・

O

一
一
六
・
穴

山ハ・↓一
一一・七

一
・
回

一一・五

百一・六

0
・六

回
・
八

百一・八

一0
0

・0

一一目一一一、一品晶

品
。
、
ユ
{
)
一
一

ユ
一
品
、
五
一
一
八

一
色
、
品
一
一
五

ニ
晶
、
A
回
Q

-
5、九一一一一一

回
、
一
圭
一
一

六
{
〕
、
さ
き
一

回
回
、
九
七
八

一、(〕四五、人一=一一

明
治
叶
五
年

旦
口
・
四

ニ0
・一

一一一一-一一
L
f
b
 

一一・回

一一・九
一一・屯

一一・
0

0
・回

五
・
八

回・=一
一00
・。

ニ
ニ
回
、
一
毛
九

一一一口、一-一克六

百
二
、
一
ニ
〔
〕

五
五
、
(
)
U

ヌ

回
(
〕
、
ニ
穴
布

一
一
口
一
、
二
四
五

五
、
(
〕
一
五

七
五
、
入
〔
)
七

九
ニ
、
一
{
)
回

一
、
一
元
O
、(〕七九

明
治
四
十
年

目一一一一-一一

一
八
・
八

一
六
・
一

八
・
六

一一・一一
回
・
。

一一・九
一
・
品

0
・回

五
・
五

六
・
六

一口
0
・。

ニ
四
一
口
、
九
〈
=
一

一八五、九人一一戸一

旦
九
、
四
五
一
一

屯
岡
、
占
ニ
ル

五
九
、
一
八
八

一
一
ニ
、
八
一
戸
石

六
、
(
〕
ニ
穴

一
口
晶
、
六
九
一

一
旦
五
、
六
八
五

一
、
品
=
石
、
O
九九

大
正
一
冗
年

正
z

一-E
一
六
・
一

一回・
O
一0・晶
一一・=一

回・一一一
一-一・四

一
・
2

0
・一一一

六
二
一

己
・
八
一00
・0

問

一
一
六
也
、
ニ
一
。

ニ
(
〕
五
、
五
一
品

四
一
一
、
一
九
一
一

台
一
、
Z
O品

六
八
、
九
回
(
〕

一
一
六
、
九
一
八

六
、
品
一
三

一
品
凶
、
六
九
九

一
四
九
、
ハ
O
同

一
、
九
八
回
、
五
一
一
八

、
:
L
2

4

山
刀

E
h
.

出一一一・九

一五・
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前
表
に
よ
り
既
往
本
遁
各
園
別
人
口
の
相
封
的
増
減
蹴
況
を
回
一
示
し
、
之
を
地
方
別
に
要
約
す
る
に

固
1
1
1
累
年
極
め
て
顕
著
な
る
減
少
を
示
せ
り
。

首主

島

千差

士山

園

十
人
体
に
於
て
漸
滅
的
傾
向
を
示
せ
り
。

日

，_. 
i"，、E

岡
i

微
量
乍
ら
漸
滅
的
歩
調
を
た
ど
れ
り
。

園
1

1

大
体
に
於
て
漸
増
的
傾
向
を
示
せ
り
。

)]魚、

f反

石

:g.i: 

闘
賞
初
念
激
に
増
大
し
明
治
後
期
よ
り
梢
々
漸
'

滅
的
傾
向
を
一
不
せ
り
。

十
勝
、
釧
路
、
根
室
、
北
見
、
天
盤
五
ナ
園
合
計
ー
!
累
年
梢

湿地主一ハヰ

々
著
し
き
a

権
大
を
示
せ
り
。

30% 

30X， 

知Z

20'10 

OO? 

101品

。見

之
ぞ
前
掲
水
道
耕
地
面
積
に
於
け
る
各
岡
別
棺
針
的
箆
遜
と
針

照
す
る
時
‘
各
国
の
傾
向
は
人
口
に
於
け
る
と
耕
地
面
積
に
於
け
る
と
相
互
殆
ん
ど
相
一
致
し
居
る
を
認
功
る
。
之
れ
本
遁
既
往
農

業
の
地
域
的
分
布
地
四
張
が
人
口
の
其
と
太
約
相
作
っ
て
進
み
た
る
事
を
立
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
戸
川
し
て
高
岡
博
士
に
依
れ
ば
、
本

道
人
口
中
心
の
移
動
は
四
十
二
度
の
北
緯
線
と
百
四
十
度
三
十
分
の
東
経
線
と
の
交
叉
勲
よ
り
四
十
二
度
の
北
緯
線
に
劃
し
て
五
十

度
の
角
度
を
な
す
一
直
線
に
泊
ふ
て
東
北
の
方
向
に
準
ん
で
来
て
居
る
。
然
ら
ば
農
作
中
心
も
亦
本
選
西
部
地
域
よ
り
+
人
体
東
北
の

方
向
に
遁
り
来
れ
る
事
明
ら
か
で
あ
っ
て
.
私
が
先
に
統
計
の
吟
味
に
依
っ
て
之
を
推
知
し
得
た
る
の
事
賓
は
此
慮
に
更
に
明
ら
か

と
な
っ
た
'
も
の
で
あ
る
。

35 

然
れ
ど
も
.
農
耕
地
の
地
域
的
輩
展
経
過
と
人
口
の
其
と
を
各
園
別
に
仔
制
に
比
較
す
る
時
は
、
其
問
、
相
互
の
傾
向
及
び
其
の

粍
度
に
於
て
向
多
少
の
相
蓮
あ
る
を
認
め
る
。
即
ち
渡
島
園
は
農
耕
地
に
於
て
も
人
口
に
於
て
も
何
れ
も
累
年
極
め
て
顕
著
な
る
相

針
的
分
布
の
減
少
を
見
る
け
れ
ど
も
、
而
か
も
農
耕
地
の
柑
艶
的
減
少
の
程
度
は
人
口
の
其
よ
り
も
更
に

λ
な
る
を
見
る
。
叉
後
志
闘

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

五.

市l崎熊雄博士五年第二農政問題併究 ]88瓦(1) 



北
海
道
に
於
げ
る
段
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

一占ハ

36 

は
前
後
ぞ
通
じ

τ、
農
耕
地
の
分
布
割
合
は
人
口
の
其
よ
り
も
小
で
あ
の
、
謄
振
固
に
於
て
は
、
人
口
は
相
針
的
に
漸
偽
情
的
傾
向
を
示

せ
る
に
謝
し
て
、
農
・
耕
地
の
相
射
的
面
積
に
は
此
の
傾
向
を
認
め
な
い
。
即
ち
此
等
西
部
或
は
南
部
に
位
置
す
る
三
園
は
何
れ
も
農

耕
地
の
相
針
的
割
合
に
劃
し
て
人
口
の
相
針
的
割
合
の
比
較
的
大
な
る
か
、
人
口
の
増
殖
卒
の
農
耕
地
の
増
殖
卒
よ
り
も
高
き
地
方

で
あ
る
。
之
れ
に
針
し
て
十
勝
、
釧
路
、
根
室
、
北
見
、
天
盟
の
東
北
部
五
ク
園
の
ム
旦
引
に
於
て
は
農
耕
地
も
人
口
も
共
に
累
年
極

め
て
顕
著
な
る
相
封
的
分
布
の
・
増
加
を
示
し
て
居
る
が
‘
其
の
程
度
に
至
つ
て
は
農
耕
地
に
於
て
特
に
著
し
き
ゃ
見
る
。
即
ち
此
中
一
寸

五
ナ
闘
は
農
耕
地
の
相
針
的
護
展
の
程
度
は
人
口
の
相
封
的
増
殖
の
程
度
ょ
の
も
遥
か
に
大
な
り
し
地
方
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
間

本
遁
中
央
部
を
占
む
る
石
粧
園
は
、
相
針
的
に
蛍
初
増
大
し
‘
後
年
減
少
を
示
せ
る
卒
、
農
耕
地
に
就
き
見
る
も
人
口
に
就
き
見
る

も
其
の
大
約
の
傾
向
に
於
て
盤
る
昆
が
な
い
が
、
其
の
程
度
に
は
梢
々
相
遣
が
あ
る
。
即
ち
蛍
初
農
耕
地
の
相
針
的
晴
夫
の
程
度
は

人
口
の
相
針
的
の
増
加
程
度
を
越
え
、
後
年
、
農
耕
地
の
相
封
的
減
少
の
程
度
は
人
口
の
相
封
的
減
少
程
度
よ
り
も
著
し
い
。
之
れ

本
遁
東
部
及
び
北
部
地
方
の
農
耕
地
の
護
展
は
人
口
の
其
に
先
行
せ
る
に
針
し
て
、
西
部
及
び
南
部
地
方
は
之
に
反
し
、
農
耕
地
は

比
較
的
人
口
に
遅
く
る
L
そ
示
す
も
の
で
あ
る
。
叉
本
道
中
央
部
の
大
宇
佐
占
む
る
石
狩
園
が
、
此
鹿
に
於
て
も
蛍
初
は
本
道
東
北

部
地
域
と
同
じ
関
係
に
立
ち
.
後
年
は
却
っ
て
西
部
及
び
南
部
地
域
と
同
じ
閥
係
に
轄
向
せ
る
は
極
め
て
興
味
あ
る
事
貫
で
あ
る
。

皐
寛
、
本
遁
既
往
農
耕
地
中
心
の
東
北
準
は
人
口
の
其
よ
り
も
遥
か
に
蓮
や
か
に
し
て
‘
農
耕
地
中
心
は
人
口
中
心
に
先
行
し
て
強

く
東
北
方
に
牽
引
せ
ら
れ
た
る
そ
認
め
し
め
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

以
上
は
既
往
に
於
け
る
本
選
農
作
中
心
推
移
に
就
て
の
人
口
中
心
と
の
相
互
関
係
に
闘
す
る
吟
味
で
あ
る
。
次
に
近
年
の
農
作
小

心
の
位
置
並
び
に
其
の
移
動
に
闘
す
る
吟
味
に
謹
ら
、
フ
。

ハ
.
近
年
本
選
農
作
中
心
の
移
動
と
人
日
中
心
の
移
動
と
の
閥
係

大
正
十
年
の
畑
作
中
心
及
び
大
正
九
年
の
米
作
中
心
は
そ
れ
《
¥
前
週
の
如
く
、
前
者
は
広
一
知
郡
下
富
良
野
酵
の
西
南
西
四
則
怯

の
地
貼
に
.
後
者
は
空
知
郡
美
唄
騨
の
東
北
東
二
十
除
町
の
個
所
に
あ
り
、
而
し
て
此
の
期
に
於
け
る
農
業
作
付
面
積
(
田
畑
合
計
)



に
よ
る
農
作
中
心
は
下
富
良
野
騨
の
西
微
南
約
五
里
弱
の
所
に
位
置
す
る
。
之
を
高
岡
博
士
調
査
に
よ
る
大
王
九
年
の
人
日
中
心
の

位
邑
と
到
照
す
る
に
、
畑
作
中
心
は
人
口
中
心
必
去
る
東
北
微
東
約
六
皇
企
¥
米
作
中
心
は
北
微
々
西
約
四
星
学
で
あ
り
、
而
し
て

農
作
ハ
田
畑
合
計
〕
中
心
は
東
北
微
東
約
六
里
俄
で
あ
る
。
緯
経
度
に
よ
り
之
れ
が
距
h

り
そ
示
せ
ば
‘

人
口
中
'し、
よ
り
の

q q q度写

(
大
正
九
年
)

骨

砂

七、一↓ハ

九、一ニ五

七
、
二
七

東西東

度

八

万

秒

。
、
一
六
、
四
六

。
、
一
、
一
問

。
、
一
問
、
五
六

畑

作

中

心

米

作

中

心

農
作
(
田
畑
合
計
)
中
心

ヰヒヰヒ北

右
の
如
く
で
あ
っ
て
、
即
ち
此
の
期
に
於
て
既
に
畑
作
も
米
作
も
共
に
立
の
中
心
は
人
口
の
其
宇
佐
越
え
て
透
か
に
北
方
に
あ
り
、

夏
に
畑
作
中
心
は
農
作
(
田
畑
合
計
)
中
心
と
共
に
東
方
に
著
し
く
偏
す
る
を
見
る
。
之
れ
本
選
農
業
作
付
面
積
分
布
の
航
態
は
人

口
分
布
の
共
に
比
し
.
既
に
比
較
的
北
部
地
域
に
密
に
し
て
、
特
に
畑
作
じ
於
て
は
著
し
く
東
北
方
に
其
分
布
面
積
比
率
の
慎
太
せ

る
を
一
不
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

而
し
て
大
正
十
四
年
に
至
る
や
前
陳
の
如
く
畑
作
、
米
作
の
雨
中
心
は
一
は
東
微
々
北
方
に
、
他
は
東
北
微
束
に
、
而
じ
て
農
作

(
田
畑
合
計
〉
中
心
は
東
北
東
に
何
れ
も
準
入
せ
る
に
針
し

τ.
一
方
本
遁
人
口
中
心
は
高
岡
博
士
に
依
れ
ば
明
治
初
年
以
来
常
に

例
外
な
く
大
約
束
北
準
を
重
ね
来
れ
る
も
此
の
期
に
及
ん
で
全
く
従
来
の
傾
向
に
反
し
却
っ
て
南
徴
西
に
約
学
虫
退
い
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
畑
作
、
米
作
、
従
っ
て
農
作
ハ
田
畑
合
計
)
の
各
中
心
と
の
距
り
は
前
期
よ
り
も
大
と
な
っ
た
。
之
を
緯
経
度
に
依
り

表
は
せ
ば
‘
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北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
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北
海
泣
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

A 

.'38 

右
の
如
く
に
し
て
、
即
ち
此
の
則
、
畑
作
中
心
は
人
口
中
心
そ
去
る
東
北
微
東
約
八
虫
館
、
米
作
中
心
は
東
北
約
七
虫
と
な
り
、

農
作
(
田
畑
合
計
)
小
心
は
同
じ
く
人
日
中
心
を
去
る
東
北
微
東
約
七
mt
二
十
町
と
な
っ
た
。
夏
に
昭
和
三
年
に
於
て
は
農
作
、
人

A

口
雨
種
の
中
心
聞
の
距
離
は
一
一
臆
噌
大
せ
ら
れ
た
る
ぞ
見
る
。
即
ち
昭
和
三
年
の
人
日
中
心
は
私
の
計
算
せ
る
結
果
北
緯
四
三
度
八

分
三
六
砂
、
東
純
一
四
一
度
五
五
分
三
五
秒
の
地
貼
に
あ
り
、
山
小
一
知
郡
美
流
波
騨
の
東
南
微
南
約
半
虫
の
個
所
に
常
っ
て
居
り
、
前

期
よ
り
更
に
南
方
に
字
削
土
除
後
退
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
農
作
中
心
は
前
蓮
の
如
く
此
の
期
に
於
て
も
依
然
、
前
期
の
地
動
よ
り

東
方
並
び
に
東
北
東
方
に
準
入
の
傾
向
を
緩
め
る
引
が
な
か
っ
た
。
斯
く
て
今
期
に
於
け
る
佳
作
中
心
と
人
口
中
心
と
の
所
有
地
粘

相
互
の
距
り
は
.

人
口
小
心
よ
り
の
距
り
ハ
昭
和
三
年
)

度

主

砂

州

作

山

叩

心

北

O
、

九

、

阿

東

米

作

中

心

・

北

O
J
六

、

五

二

東

農
作
ハ
川
州
合
計
)
中
心
北

O
、一

o、
一

ユ

六

束

に
し
て
、
即
ち
畑
作
中
心
は
人
口
小
心
の
東
北
東
の
方
向
仁
約
十
果
三
十
町
、
米
作
中
心
は
東
北
微
北
の
方
向
に
約
九
果
、
而
し
て
・

農
作
(
田
畑
合
計
中
心
)
は
同
じ
く
人
日
中
心
の
東
北
微
東
約
十
里
の
距
り
を
示
し
て
居
る
。

斯
様
に
大
正
九
年
の
調
査
を
基
準
と
し
、
大
正
十
四
年
昭
和
三
年
雨
皮
の
調
査
結
果
を
見
る
時
、
人
口
巾
心
は
常
に
梢
々
山
方
に

後
退
せ
る
に
針
し
て
、
農
作
中
心
が
依
然
東
方
乃
至
東
北
方
に
準
み
、
人
口
中
心
と
農
作
中
心
と
の
所
在
地
貼
相
互
の
距
離
の
盆
々

大
と
な
れ
る
の
事
質
は
五
日
人
の
品
も
蛇
目
す
べ
き
酷
で
あ
る
。
即
ち
先
に
私
が
推
知
し
得
た
る
如
く
.
本
選
農
業
の
地
域
的
浩
一
展
は
3

.
従
来
人
口
の
地
域
的
護
展
と
互
に
相
作
ひ
大
約
同
じ
き
方
向
を
取
り
て
準
み
来
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
の
傾
向
に
於
て
は
其
の

殆
ん
ど
相
反
す
る
方
向
を
取
り
た
る
事
置
を
見
る
事
こ
れ
で
あ
る
。
此
の
依
っ
て
来
た
る
理
の
一
'
と
し
て
私
の
先
づ
指
摘
し
得
る
は

水
道
の
拓
獄
事
業
が
農
業
を
先
掘
と
し
て
準
み
常
に
奥
地
に
向
っ
て
開
墾
せ
ら
れ
、
農
業
作
付
地
の
分
布
ぞ
奥
地
に
底
け
つ

L

あ白

度

パ

ゲ

秒

。
、
ニ
八
、
五
五

o、
一
二
、
五
二

。
、
二
三
、
三
七



。
事
而
か
も
肌
回
国
初
は
殆
ん
ど
農
業
的
輩
肢
に
専
ら
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
選
棉
人
口
と
農
業
と
は
日
以
色
お
接
な
る
相
互
関
係
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
近
年
相
劃
的
に
商
工
業
の
護
蓮
著
し
く
‘
大
正
時
代
に
入
り
て
以
来
、
農
業
人
口
は
相
封
的
に
は
勿
論
絶
軒
数
に

於
て
き
へ
多
少
減
少
の
傾
向
を
示
す
に
至
り
、
認
め
に
次
表
の
如
く
本
遁
の
綿
一
人
口
と
農
業
人
口
と
の
相
互
関
係
、
従
っ
て
棉
人
向

と
農
業
と
の
相
互
関
係
が
従
前
よ
り
は
多
少
稀
薄
に
な
っ
た
酷
で
あ
る
。

本
選
農
業
人
口
の
鳩
人
口
に
艶
す
る
割
合
〈
近
年
〉

H11大大大大
T 年
相1..11-丘 lE正

三 m 九五元
パ次
年年年勾O !.fo 

農

総

人

口
一
、
七
三
九
、
O
九
九

一
、
九
八
四
、
五
二
八

二
、
一
ニ
五
九
、
一
八
三

二
、
四
九
ヘ
、
六
七
九

二
、
五
O
六
、
八
八
三

農
業
人
口
の
総
人
口

に

封

す

る

割

合

五

0
・
七
%

四
九
・
九

四
2
7
八

三
五
・
五

四
一
-
一

業

人

口

八
八
一
、
六
四
八

九
九
一
、
一
一
七

一、
O
一ニ問、
O
三
二

九
八
六
、
一
五
六

一、
O
二
九
、
五
五
七

尖
に
私
は
更
に
詳
細
に
農
作
、
人
口
各
中
心
の
梢
々
反
針
方
向
に
移
動
せ
る
所
以
栓
各
個
に
統
計
的
に
検
討
し
よ
う
o

近
年
農
作
中
心
が
既
往
と
同
様
に
依
然
と
し
て
東
方
乃
至
東
北
に
進
ん
だ
の
は
、
積
極
的
に
は
本
道
東
部
及
び
北
部
地
方
に
於
け

る
田
畑
作
付
地
分
布
市
積
の
相
封
的
増
加
に
あ
り
、
消
極
的
に
は
西
部
及
び
南
部
地
方
に
於
け
る
作
付
地
分
布
比
率
の
減
少
に
基
一
同
ー

す
る
事
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
先
づ
之
を
畑
作
付
面
積
の
統
計
に
見
ょ
う
。

北
海
道
近
年
の
畑
作
付
面
積
、
支
際
及
び
市
別
累
年
比
較
表

賓

市
駿
及
び
市
別

大
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前
表
の
如
く
.
本
選
畑
作
付
面
積
は
.
大
正
十
年
度
に
は
戦
後
農
業
界
に
於
け
る
好
景
気
の
後
を
受
け
て
.
七
十
万
七
千
六
百
阿

歩
除
じ
謹
し
た
が
、
こ
れ
が
反
動
的
不
況
の
た
め
大
正
十
四
年
に
は
大
減
少
な
来
し
、
五
十
七
万
五
千
三
百
町
歩
に
満
た
な
い
航
態

で
あ
っ
た
。
其
後
畑
地
開
墾
に
閲
し
て
、
助
成
の
逸
品
管
講
歩
べ
き
必
要
、
品
川
川
局
の
認
む
る
慮
と
な
り
、
昭
和
元
年
以
来
一
方
畑
地
の



開
墾
賓
に
針
し
四
割
の
補
助
を
行
ひ
以
て
未
墾
地
の
問
護
を
促
進
せ
し
む
る
と
共
に
他
方
内
同
杭
民
政
策
に
よ
り
、
自
作
農
創
定
の

賓
を
泉
ぐ
べ
く
、
昭
和
二
年
度
よ
り
五
ク
年
据
置
二
十
五
ナ
年
賦
の
方
法
に
て
利
率
三
分
五
厘
そ
以
て
土
地
購
入
賞
金
ぞ
管
-
輿
し
、

以
っ
て
之
れ
が
開
護
を
固
り
つ
L
あ
る
に
至
っ
た
。
然
れ

E
も
本
選
畑
棉
作
付
地
は
其
の
面
積
の
其
後
龍
太
せ
ら
る
L
事
未
古
小
に

し
て
、
昭
和
三
年
に
於
て
は
大
正
十
四
年
の
面
積
に
約
六
千
町
歩
を
加
へ
た
る
に
遁
ぎ
A
T
、
大
正
十
年
の
作
付
面
積
に
及
ば
ざ
る
事

ま
だ
遠
い
有
様
で
あ
っ
た
。
併
し
之
れ
が
地
方
別
分
布
朕
態
の
盤
遜
に
至
つ
て
は
可
な
り
著
し
き
も
の
が
あ
る
。
即
ち
之
を
畑
作
付

面
積
賓
敢
に
於
て
見
る
に
、
其
の
両
積
回
開
め
て
狭
少
な
る
六
市
ぞ
除
外
し
、
郡
部
十
四
支
属
中
に
於
て
、
常
に
其
の
絶
針
面
積
の
蹴

張
せ
ら
れ
た
る
は
濁
り
根
室
支
鹿
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
浦
河
、
河
西
、
釧
路
、
制
走
.
留
溺
の
各
支
臨
は
何
れ
も
.
大
正
十
年
よ

り
も
同
十
四
年
に
於
て
一
日
一
其
の
結
針
面
積
を
減
じ
‘
昭
和
三
年
に
至
っ
て
、
一
舟
び
増
加
を
示
し
て
居
る
。
此
等
の
諸
支
鹿
に
劃
し

て
、
石
狩
、
本
一
知
、
上
川
、
後
志
‘
檎
山
、
渡
島
、
膿
振
敢
に
宗
谷
の
各
支
腐
は
何
れ
も
一
切
回
其
の
趨
針
面
積
の
減
少
を
示
し
て
居

る。

A
1
此
等
増
減
せ
る
諸
支
践
の
各
位
置
を
考
へ
合
せ
る
な
ら
ば
、
本
遁
畑
作
付
地
が
其
の
分
布
比
率
を
東
部
地
域
に
皮
け
た
る
べ

き
趣
勢
は
既
に
大
体
知
る
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
之
を
地
方
別
兆
例
数
に
つ
き
で
見
る
時
は
其
の
援
化
は
一
麿
明
瞭
で
あ
り
、

庇
接
畑
作
付
中
心
東
進
の
理
を
看
取
し
得
る
。
即
ち
木
遁
十
四
支
鹿
中
、
常
に
畑
作
付
地
の
分
布
卒
を
掩
大
し
た
る
は
河
回
、
網
走
、

根
室
、
釧
路
の
問
支
胞
で
あ
り
‘
何
れ
も
水
道
の
東
域
Jeb--M
む
る
・
も
の
で
あ
る
。
就
中
何
回
支
廊
の
相
封
的
面
積
分
布
の
護
展
は
回
以
ー

も
著
し
く
‘
大
正
十
年
よ
り
同
十
四
年
に
於
て
二
Mm
俄
ぞ
加
へ
、
夏
に
昭
和
三
年
に
は
約
一
二
%
竿
を
冷
し
た
る
は
畑
作
中
心
の
移
動

に
針
し
て
積
極
的
に
大
い
な
る
影
響
そ
興
へ
た
る
も
の
で
あ
る
。
之
れ
、
河
西
支
鹿
即
ち
十
勝
岡
が
土
地
卒
坦
に
し
て
地
味
肥
沃
で

あ
り
、
穀
衣
類
、
根
菜
類
等
の
栽
培
に
最
も
通
し
、
特
に
甜
菜
糖
業
の
護
謹
と
相
伴
ひ
主
要
な
る
甜
菜
栽
培
地
で
あ
る
事
、
而
か
も

此
の
地
方
に
は
未
だ
多
大
の
未
墾
地
守
合
む
が
矯
め
に
、
一
辺
時
本
道
に
於
け
る
畑
地
の
開
穫
は
此
の
地
方
に
於
て
最
も
盛
ん
で
あ
る

事
、
向
叉
此
の
地
方
の
土
一
債
は
比
較
的
保
水
力
に
乏
し
き
に
よ
り
畑
地
が
水
田
に
盤
換
せ
ら
る
L
こ
と
比
較
的
少
き
事
等
の
故
で
あ

る
。
而
し
て
釧
路
、
根
室
、
網
走
の
三
支
聴
の
分
布
百
分
率
の
・
増
加
は
河
西
支
鹿
の
其
に
は
遠
く
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
小
心
よ
り
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北
海
泣
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

同

の
距
離
の
大
な
る
閥
係
上
此
等
の
中
心
牽
引
力
も
亦
川
西
支
鹿
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
o

此
に
劃
し
て
、
石
狩
、
奈
知
、
上
川
、

後
志
、
楠
山
、
脱
振
零
本
道
中
央
部
以
回
、
放
に
以
南
太
部
分
の
諸
文
臆
に
於
け
る
畑
作
付
地
兆
例
教
の
減
少
が
畑
作
小
心
の
移
動

に
消
極
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
は
勿
論
で
あ
り
、
更
に
宗
谷
、
留
筋
の
二
支
臨
即
ち
本
選
北
部
地
域
に
於
て
、
畑
作
付
地
比
例
裁
の

増
加
丸
信
見
ざ
り
し
の
み
か
、
却
っ
て
梢
々
減
少
せ
る
事
が
本
遁
畑
作
中
心
の
東
方
移
動
を
し
て
之
を
北
方
に
来
か
ぎ
り
し
所
以
で
あ

42 

る
O 

次
は
米
作
中
心
の
東
北
準
の
吟
味
に
港
る
。
大
正
九
年
、
同
十
四
年
及
び
昭
和
三
年
の
米
作
付
地
面
積
並
び
に
此
が
百
分
率
を
各

地
方
別
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

百ー

北
前
讃
近
年
の
米
作
付
面
積
、
支
臆
及
び
市
別
累
年
比
較
表
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即
ち
右
の
表
に
於
け
る
が
如
く
、
木
造
の
米
作
は
之
を
全
体
と
し
て
見
る
も
、
亦
本
遁
内
何
れ
の
地
方
に
見
る
色
、
何
れ
も
等
し

く
護
展
の
.
一
途
h
q
準
み
つ
L
あ
る
け
れ
ど
も
ハ
賓
数
)
、
其
の
護
展
の
程
度
即
ち
作
付
面
積
増
加
率
に
於
て
は
地
方
的
に
著
し
き
相

蓮
あ
る
を
認
め
る
(
百
分
恭
一
・
)
。
即
ち
市
部
を
除
合
本
遁
郡
部
各
地
中
河
回
、
釧
路
、
根
室
、
網
走
.
宗
谷
、
留
萌
等
東
部
及
び
北
部

各
支
腐
の
増
加
率
は
全
選
手
均
増
加
率
を
越
え
何
れ
も
其
の
分
布
比
率
を
越
増
し
た
る
に
針
し
て
、
増
加
率
が
卒
均
増
加
率
に
及
ば

歩
、
従
っ
て
之
れ
が
分
布
比
卒
を
遁
減
せ
る
は
‘
石
狩
、
本
一
知
、
上
川
、
後
士
山
、
槍
山
、
渡
島
等
水
道
西
部
、
南
部
、
若
し
く
は
中

央
部
を
占
む
る
各
支
臨
で
あ
り
、
米
作
中
心
の
東
北
準
せ
る
理
は
此
鹿
に
明
瞭
で
あ
る
。

米
作
中
心
の
移
動
に
輿
へ
た
る
影
響
の
最
も
大
な
る
べ
き
は
網
走
支
鹿
で
あ
る
。
即
ち
同
支
鹿
管
内
に
於
け
る
米
作
は
槻
め
て
回
取

近
の
護
謹
に
係
り
、
大
正
七
年
に
は
未
記
僅
か
に
六
町
歩
除
の
作
付
面
積
を
有
せ
し
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
の
護

展
は
栂
め
て
著
し
く
、
小
人
正
九
年
に
は
約
五
十
町
歩
と
な
り
、
大
正
十
四
年
に
は
一
躍
し
て
四
千
五
百
五
十
町
歩
齢
に
昇
り
、
夏
に

昭
和
三
年
に
は
貰
に
一
万
二
千
七
百
四
十
三
町
歩
に
蓮
し
た
。
其
の
増
加
卒
の
著
し
ぎ
遥
か
に
他
支
鹿
に
冠
絶
し
て
居
る
。
即
ち
大

4~ 

正
九
年
に
於
け
る
全
選
米
作
付
面
積
中
該
支
臨
の
比
例
教
は

0
・
0
六
M
P
な
り
し
も
の
が
同
十
四
年
に
は
三
・
五
四
%
、
昭
和
三
年
に

は
七
・
六
四
%
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
由
来
網
走
支
臆
管
内
に
は
網
走
川
、
常
日
川
、
及
び
器
別
川
等
の
流
に
依
っ
て
潤
ほ
さ
れ

τ

北
海
道
に
於
げ
ろ
農
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

同
司
打

μιp



44 

北
潟
滋
に
於
げ
ろ
内
凶
作
中
心
の
移
動
口
闘
す
る
研
究

問
問

居
る
阪
大
な
沃
野
が
あ
り
、
水
利
の
使
に
日
み
、
土
牲
も
保
水
力
に
秀
で
L
居
る
か
、
比
較
的
に
気
候
寒
冷
で
問
査
が
亦
等
少
な
る

事
と
、
更
に
此
の
支
聴
は
交
通
的
に
不
便
な
る
偏
域
の
地
に
位
置
し
て
居
る
が
矯
め
に
、
其
の
開
拓
の
歩
み
は
殆
ん
ど
近
年
に
至
る

ま
で
甚
花
遅
々
た
る
も
の
で
、
水
田
造
成
事
業
が
準
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
明
治
四
十
四
年
九
月
池
田
よ
り
搾
別
に
遁
歩

る
錨
遁
が
蛍
支
臨
管
内
に
入
っ
て
野
付
牛
に
遁

U
て
以
来
、
大
正
一
万
年
十
月
、
網
走
本
線
の
完
成
、
同
五
年
湧
別
線
の
全
線
開
通
、

同
十
年
名
寄
線
の
延
長
、
同
十
二
年
前
滑
娘
、
同
十
四
年
相
生
線
開
通
す
る
等
錨
遁
の
敷
設
事
業
が
進
捗
し
た
外
、
叉
其
の
間
網
走
-

港
の
修
築
を
見
た
の
で
あ
る
。
斯
様
に
し
て
此
の
地
方
の
交
通
施
設
梢
々
備
は
り
た
る
た
め
常
支
腐
は
俄
か
に
経
情
的
護
建
の
注
に

つ
き
、
米
作
の
経
情
的
傑
件
も
こ
れ
か
矯
め
に
大
い
に
改
善
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
一
方
農
事
試
験
揚
支
援
其
他
に
於
け
る
幾
多
の
育

種
賓
験
に
よ
る
稲
品
種
の
改
良
は
賞
地
の
経
験
と
相
候
っ
て
此
の
地
方
の
気
候
風
土
に
適
す
る
新
品
種
の
育
成
せ
ら
る
L
あ
っ
て
.

米
作
の
技
術
的
傑
件
も
亦
大
い
に
好
轄
し
た
。
新
く
て
従
来
は
石
狩
圏
内
上
川
、
空
知
雨
支
鹿
管
内
に
於
て
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
水

道
岩
田
事
業
が
A
ー
や
・
次
第
に
其
の
力
ぞ
北
見
地
方
特
に
網
走
支
鹿
管
内
に
延
ば
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
要
之
、
本
遁
の
米
作
の
準

展
は
近
年
は
東
北
部
地
方
特
に
網
走
支
幅
削
に
於
て
著
し
き
事
が
米
作
中
心
の
東
北
準
と
な
っ
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
然
ら
ば
本
選
綿
人
口
の
増
淵
の
農
業
人
口
へ
の
依
存
性
の
稀
薄
と
艇
も
其
の
矯
め
に
人
口
中
心
の
移
動
を
し
て
農
作
の
其
と

反
封
の
方
向
を
取
ら
し
め
る
聞
は
何
砲
に
あ
る
か
。
此
は
近
年
人
口
の
地
方
別
の
盤
港
を
吟
味
す
る
平
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

北
栴
道
近
年
の
人
口
、
支
臨
及
び
市
別
累
年
比
較
表

市
臨
及
び
市
別

宮
大

正

九

年

(
岡
勢
調
査
〉九

一
一
三
、
六
四
四

一
一
四
八
、
ハ
ニ
六

一一国一ハ、世一一品

上役 J行

J¥i' 
r、
本L

川知管

数
大
正
十
四
年

ハ
凶
勢
調
査
)
人

一
一
九
、
〔
)
ハ
=
一

目
玉
口
、
ユ
九
一

ザ
一
四
四
、
九
品
七

昭

和

三

年

ハ
現
住
人
口
〉九

一
一
占
、
九
一
五

三
五
一
、
九
九
八

一
両
一
、
品
八
=
一

大

IE 

己函四九
二人ゾ、% !.F 
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例
大
正

九長i四四
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数

昭

和
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一
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・
。

九
・
六



出
N

h

b

U

1

'

 

檎

山

波
烏
(
函
館
〉

謄
振
(
釜
蘭
)

b
山
川

J
川
4

何

回

目
u

'

庁

刷
出

r
u

線

虫

綱

定

宗

谷
初

勝

札
幌
市
(
阪
)

旭
川
市
(
厄
)

小
館
市
(
岡
田
)

函
館
市
ハ
限
)

室
関
市
〔
医
)

釧
路
市
ハ
・
m
m
)

ノー.~n 

計

一、
= 一一ー ユ 一 一ーヨ王 三三理主Jlg 0 .-，，"-.; 0 ~u. ...t二 cコ3'i.有. ，四位'1 h-髭ヨアてノ、
7lJ 7t.. 'J.... IIヨノ、一一ニニ三三宅五二二ニユ/、- /、邑二二ノ、プミZ
、、、、、、、、、、、、、、、、、、
一・ 三三 Cコー臼 ーー三三五正二二三五ー-一一三昆プ守~ F、王昆戸』三Z
ノ、 少~ノ、1m -ー-ーノ、/、三昆プマ三"- -~ニニノ、恒I Cコ"'"阻4
三三 二二 二二 ，，~ 三三 ;Jt.. Cコ ~ ヨ乙 lよ'1 "'" 一一 一~ :Jt.. 7"ミ 1m 区豆 〉可

、
一山 一一一 一 一 一一歩"ヨ 宝五プ言三三 -e "" -tニ-e - 3.主 ヲ可 位ヨヨヨ己 多色d プミ プミ~

ノ、 ニ Cコ 三三 陸 1 二二 三五三 一ー 一ー ニ二 プミ 区ヨ プマ - -~ - ノ一、 三五
、、、、、、、、、、、、、、、、、、
プ守 三三 Cコタ~ /.!:百三三 Cコェ九 三三ア電ノ一、三三ー均三三ヨヨL ノ、三三
F恒 三三位g ~t::;フ司区ヨフ片ニユ-~ ノ、ターーーノ、 白二二位EI rz:g ~I 
h- 二二 Cコ コム ブ~ 一泊 三五 -e ノ、... :l1... -ー 匹I Cl 恒1 三三 ノ、 ヨ玉三 O 

、
ーヨ三 一ー- ← J 一一 一5ミ四五七回品五七六 O 五六五五九五六六

三三 一一 ー- ヨヨr. Cコ プマ ー- "" h- 位主， /lヨ "" ニエ 位主J 7-'可 -B ヨヨ午
、、、、、、、、、、、、、、、、、、
/'- u.:ヨ三三 ヂミー- Cコ 区g 3玉三 チて 4二主 主r. F、プミ - h- ブむ Cコ ノ、

主主主主主霊 8おき己実主主交合支美里美夫

-- ご許可 "" ニユ "'1 三三 三三 ノ、 二二 二三 ず言 二二 "" プミ 二二 -1ニ
・・・・・・・・・・・・・
Fじ ""1 一一ー プ可易、 三三 - ニニ プ三 亡二 ヨ三 Eコ ー- - 亡コ ~ 7t." 

0
0

・0

一ー ェユ デミ 王昆 了二 ヨ玉三 ご二 二二 ノ、 ニユ ニニ ヨヨ三 こ二 三三 、可 二二 》可
・ ・・.・・・・・
pじ Cコ コ内 陸 t )t，.， ノ、 j~ 二九 ヨ玉三 三三 つ内 :Jt.. - :Jt.. 正 ノ、 ノ一、

一
(
〕

0

・0

日」 三二 t向37. ア -:;-0;: ニム ニユ ノ丸 二二 ニニ τ内 二二 三三 コ内 Lニ "可
・ ・・・
vじ ζコ /、 ノ、 ノ一、 二二 ノー 〉可 匹2 ニニ プマ =二 - ノL 三三 ~u. ，L， 

一
(
〕

0

・0

本
選
凶
部
及
び
南
部
地
方
に
は
全
遁
第
一
の
人
口
集
中
地
た
る
函
館
市
を
始
め
、
本
選
の
首
都
た
る
札
幌
市
、
並
に
商
業
都
市
の

随
一
六
る
小
樽
市
、
商
工
都
市
と
し
て
屈
指
の
室
蘭
市
等
の
諸
都
市
ぞ
包
含
し
、
商
工
業
人
口
比
較
的
多
く
従
っ
て
人
口
の
桜
度
比

較
的
高
き
に
針
し
て
、
北
部
及
び
東
部
地
方
は
旭
川
、
釧
路
の
二
都
市
を
含
む
け
れ
ど
も
、
其
の
商
工
人
口
の
割
合
は
西
部
及
び
南

部
に
及
ば
歩
殆
ん

E
専
ら
農
業
に
依
存
す
る
地
域
に
し
て
、
従
っ
て
農
業
作
付
地
面
積
比
較
的
成
大
な
る
も
人
口
の
禽
度
は
比
較
的

45 

北
海
道
に
於
げ
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
併
究

間
五
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海
道
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げ
る
健
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

問
ム
ハ
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低
い
。
こ
れ
人
日
中
心
と
農
作
中
心
と
が
互
に
其
の
所
十
代
貼
を
異
に
す
る
所
以
で
あ
る
o

而
し
て
前
表
の
如
く
、
本
選
の
綿
人
口
は
逗
年
に
於
て
も
遁
増
し
つ

L
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
立
パ
は
主
と
し
て
都
市
に
於
け
る

増
加
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
.
郡
部
即
ち
農
村
に
於
て
は
慨
し
て
其
の
増
加
率
低
き
の
み
な
ら
す
、
却
っ
て
其
の
絶
封
教
の
減
少
ぞ

示
し
て
居
る
が
如
き
蹴
態
で
あ
る
。
即
ち
大
正
九
年
よ
り
大
正
十
四
年
に
至
る
の
問
、
本
選
組
人
口
は
約
十
四
万
人
の
増
加
ぞ
見
た

け
れ
ど
も
、
其
の
小
約
十
万
人
は
、
市
人
口
の
増
加
で
あ
り
、
夏
に
大
正
十
四
年
よ
り
昭
和
三
年
に
至
る
僅
か
三
ナ
年
聞
に
市
人
口

に
は
三
万
人
の
増
加
を
ぶ
し
て
ゐ
る
に
劃
し
て
、
郡
部
人
口
は
却
っ
て
二
万
一
千
人
に
近
き
数
を
減
じ
結
局
棉
人
口
は
此
の
間
僅
か

に
九
千
人
館
を
増
加
し
得
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
選
人
口
の
盆
々
都
市
に
其
の
掠
度
高
ま
り
、
郡
部
に

盆

土
H
A

六
の
ゆ
初
度
薄
く
な
り
つ

L
あ
る
事
貨
を
明
ら
か
に
者
取
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
都
市
中
に
於
て
も
近
年
最
も
著
し
き
人

口
増
加
率
を
示
し
居
る
札
幌
、
及
び
之
に
・
次
ぐ
小
樽
、
函
館
の
三
市
は
何
れ
も
前
蓮
の
如
く
本
選
の
西
部
或
は
市
部
に
位
置
す
る
も

の
で
あ
る
に
針
し
て
、
比
較
的
東
部
或
は
北
部
の
地
域
に
位
す
る
旭
川
、
釧
路
の
二
市
は
一
一
は
よ
日
分
布
比
例
数
に
一
準
一
退
在
一
不

一
は
其
の
比
例
数
に
盤
化
ぞ
見
ぎ
り
し
市
で
あ
る
。
こ
れ
人
口
中
心
と
農
作
中
心
と
が
互
に
盆
々
相
指
離
せ
ん
と
す
る
傾
向
を

し見
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
は
農
作
、
人
口
柄
小
心
誠
離
の
坤
一
を
.
都
市
と
農
村
と
の
聯
閥
、
従
っ
て
商
工
業
と
農
業
と

ω閥
係
的
見
地
よ
り
立
詩
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
更
に
寄
人
は
之
れ
が
他
の
一
凶
と
し
て
、
農
村
自
体
に
於
け
る
其
の
構
成
の
地
域
的
相
違
の
黙
を
務
想
し
得
る
。

即
ち
本
選
農
業
作
付
地
の
問
単
位
面
積
常
り
の
農
業
人
口
抱
擁
賦
態
が
比
較
的
西
部
及
び
南
部
地
域
に
於
て
街
に
し
て
、
東
部
及
び
北

部
地
域
に
於
て
粗
な
る
に
は
非
る
か
で
あ
る
。
此
の
一
事
賓
の
有
無
を
統
計
的
に
観
ん
と
し
て
.
私
は
谷
地
域
別
に
作
付
地
一
一
反
蛍
牧

礎
物
償
額
及
び
、
同
じ
く
作
付
地
一
一
以
歩
蛍
農
業
人
口
を
算
出
し
て
吟
味
を
試
み
た
け
れ
ど
も
、
其
の
一
事
賞
を
認
む
る
事
能
は
歩
、

叉
農
業
人
口
中
に
は
農
業
を
副
業
と
す
る
も
の
を
も
含
み
専
業
農
業
人
口
に
闘
す
る
統
計
の
欠
如
し
居
る
現
蹴
を
以
っ
て
し
て
は
此

の
種
事
貨
の
小
付
加
措
じ
闘
す
る
統
計
的
論
断
は
A
1
此
庖
に
は
困
難
な
る
を
知
っ
た
。



六
、
北
海
道
に
於
け
お
農
作
中
心
移
動
の
将
来

以
上
私
は
北
海
道
に
於
け
る
既
往
及
び
近
年
に
於
け
る
農
作
中
心
的
位
置
及
ひ
移
動
航
況
に
開
し
、
そ
の
事
賓
の
大
要
ぞ
論
究
し

た
。
次
に
然
ら
ば
農
作
中
心
は
賂
来
如
何
な
る
方
向
に
運
行
す
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
畢
克
本
道
各
地
域
の
各
種
自
然
的
賦
況
並

に
あ
ら
ゆ
る
向
後
の
経
語
的
傑
件
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
L
も
の
に
外
な
ら
?
机
上
に
之
れ
が
務
想
を
立
つ
る
事
は
殆
ん
ど
不
可
能

で
あ
る
。
然
れ
ど
も
私
が
此
盛
に
一
つ
の
借
り
慮
と
し
て
採
用
し
得
る
は
、
北
海
遁
鹿
の
作
成
に
係
る
本
遁
農
耕
適
地
並
に
水
田
遁

地
に
関
す
る
地
域
別
の
調
歪
で
あ
る
。
克
も
此
の
調
査
も
‘
宙
局
に
於
て
倫
多
少
の
疑
義
を
留
保
し
居
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
偲
hv

に
之
ぞ
以
っ
て
安
品
目
回
な
る
も
の
と
せ
ば
、
農
業
作
付
地
は
賂
来
右
の
遁
地
調
査
と
一
致
す
る
に
至
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
事
が
出
来

る
。
即
ち
経
摺
的
傑
件
の
襲
化
に
よ
っ
て
、
農
作
中
心
移
動
の
向
後
の
過
程
に
は
幾
多
の
針
余
曲
節
は
到
底
売
れ
得
ま
い
け
れ
ど
も
、

其
の
窮
極
の
推
移
は
、
本
選
を
地
域
的
に
綜
合
的
に
観
察
し
て
地
較
的
勝
来
農
耕
的
登
展
の
余
地
を
多
く
有
す
る
地
域
に
向
ふ
と
見

て
差
支
へ
な
か
ら
う
。

次
に
私
は
農
耕
遁
地
調
査
を
要
約
加
工
し
て
掲
け
、
向
後
の
農
業
作
付
地
開
護
の
蝕
地
そ
地
域
的
に
吟
味
す
る
。

北

海

遁

農

耕

遁

地

面

積

交
際
及
び

J
H吋

U
M
H

農

昭
和
三
年
作
付
地
分
布
り

比

例

数

と

の

差

υ

州
遁
地
比
例
数
水
田
適
地
比
例

の
昭
和
三
年
畑
数
の
昭
和
三
年

作
付
地
比
例
数
米
作
付
地
比
例

と

の

差

数

と

の

差

%

%
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・
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明
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tま

数

比
例
数
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右
表
に
示
し
た
様
に
、
本
選
農
耕
遁
地
は
北
栴
遁
臨
調
査
に
依
れ
ば
百
五
十
八
万
三
千
五
百
五
十
五
町
歩
で
あ
り
、
内
、
水
田
遁

地
約
四
十
五
万
町
歩
を
算
す
る
。
之
を
昭
和
三
年
の
農
業
作
付
面
積
に
比
す
る
に
、
同
年
の
綿
作
付
面
積
は
農
耕
適
地
面
積
の
約
半

分
に
嘗
り
.
内
、
米
作
付
面
積
は
、
水
田
遁
地
面
積
の
僅
か
に
三
七
%
を
白
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
本
語
農
耕
登
展
の
俄
地
ま
た
甚
だ

大
な
り
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
o
A
1
農
耕
適
地
を
田
畑
に
二
分
し
、
地
方
別
比
例
数
に
改
算
せ
る
も
の
に
つ
き
、
之
を
昭
和
三
年
の
作

付
地
の
地
域
的
分
布
比
例
数
と
針
照
し
、
以
て
各
地
方
の
相
劉
的
賞
展
の
険
地
の
大
小
ぞ
尋
ぬ
る
に
弐
の
如
く
で
あ
る
。

L
釧
路
、

2.
根
室
、
&
宗
谷
0
4
.
留
萌
.
丘
浦
河
、

6.
脆
振
、
門
L

波
島
各
支
聴

L
空
知
.
。
ι
後
志
、
&
網
走

.
4
上
川
、

ι石
狩
、
仏
河
西
、

1
楠
山
各
支
鹿

L
何
回
、
ゅ
ん
釧
路
、
&
網
走
、

4.
宗
谷
、
広
根
室
、
仏
留
樹
、

muLah狩
、
。
臥
後
志
、

畑
1
相
封
的
に
護
展
の
飴
地
大
な
る
地
方

相
針
的
に
護
展
の
飴
池
小
な
る
地
方

問
U
H
相
針
的
に
護
展
の
館
地
卜
八
な
・
る
地
方

叫
山
浦
河
各
支
・
回



相
艶
的
に
輩
展
の
品
開
地
小
な
る
地
方

L
上
川
、
広
盗
知
、
-
&
渡
島
、

4
t
牒
振
、
&
楠
山
各
支
臨

農
耕
遁
地
調
査
に
し
て
安
雷
な
る
限
り
は
、
本
遁
農
作
中
心
の
向
後
の
移
動
は
窮
極
に
於
て
、
上
記
相
針
的
護
展
の
館
地
・
一
人
な
る
諸

地
か
の
積
柑
的
筆
引
と
相
封
的
に
護
展
の
館
地
小
な
る
地
方
の
消
極
的
影
響
に
依
り
結
果
す
る
需
で
あ
り
、
之
が
}
換
言
す
れ
ば
農
耕

適
地
小
心
(
畑
適
地
中
心
及
び
水
田
遁
地
中
心
)
に
向
っ
て
進
み
、
之
に
一
致
す
る
に
至
る
べ
き
筈
で
あ
る
o

人1
各
市
町
村
農
耕
適
地
調
査
資
料
に
依
っ
て
、
農
耕
適
地
中
心
(
畑
遁
地
中
心
、
水
間
遁
地
中
心
)
を
算
出
す
れ
ば
突
の
結
果
と

な
る
。
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即
ち
農
耕

(m畑
合
計
)
適
地
中
心
は
、
本
遁
地
理
的
中
心
ぞ
去
る
東
微
北
方
約
四
車
十
五
町
、
畑
遁
地
中
心
は
同
じ
く
地
均
的
中

心
の
東
微
々
北
方
約
六
県
十
町
、
而
し
て
水
田
適
地
中
心
は
地
理
的
中
心
の
西
北
方
三
里
除
の
地
貼
に
あ
る
。
而
し
て
之
そ
円
以
近
昭

和
三
年
の
各
農
作
中
心
の
位
置
と
劉
照
す
ゐ
に
、
農
耕
(
田
畑
合
計
)
適
地
中
心
は
農
作
(
田
畑
合
計
)
小
心
な
去
る
前
々
東
方
(

微
か
に
北
に
よ
る
)
八
里
余
で
あ
り
、
畑
適
地
中
心
は
畑
作
中
心
の
束
微
々
北
九
虫
像
、
而
し
て
水
旧
遁
地
中
心
は
米
作
中
心
の
東

微
市
六
皇
儲
の
位
置
に
あ
る
。
即
ち
此
慮
に
経
潜
的
保
件
の
及
一
怯
す
影
響
を
考
慮
外
に
匠
く
な
ら
ば
.
近
年
東
北
東
微
東
方
に
向
つ

t

て
進
み
来
れ
る
農
作
(
田
畑
合
計
)
小
心
は
農
耕
(
田
畑
合
計
)
遁
地
中
心
に
合
致
す
る
が
錦
め
に
は
、
今
後
北
の
長
・
引
力
ぞ
弱
め

穴
、
の
近
年
の
準
路
を
市
に
約
十
度
蝕
引
き
つ
け
て
準
む
事
に
な
り
、
而
し
て
畑
作
中
心
は
、
近
年
東
方
に
向
っ
て
居
っ
た
湛
路
を
約

十
皮
北
か
に
向
け
直
し
て
畑
適
地
中
心
を
望
ん
で
運
行
し
、
米
作
小
心
は
近
年
の
東
北
東
微
北
に
向
ひ
来
っ
た
方
向
を
市
方
に
約
四

北
海
逃
に
於
げ
る
良
作
中
心
の
移
動
に
閲
す
る
研
究

同

九

此庭に11U1岳地"，心主税する(:[l;t耕遁地Lり水田適地かだ引げる残UJ:J也の"，心、なり(1) 
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ヨ1.
O 

占。

十
度
轄
回
し
て
水
田
遁
地
中
心
に
向
っ
て
移
動
す
る
事
に
な
る
。
而
し
て
夏
に
農
作
各
中
心
の
終
来
の
移
動
蓮
度
に
し
て
其
が
全
く

近
年
の
速
度
と
等
し
き
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
畑
作
中
心
は
昭
和
三
年
よ
り
約
十
六
年
後
即
ち
昭
和
十
九
年
に
於
て
畑
遁
地
中
心
に
一

白
致
し
、
米
作
中
心
は
約
九
年
後
即
ち
昭
和
十
一
年
に
水
田
遁
地
中
心
仁
一
致
す
べ
く
、
而
し
て
農
作
(
田
畑
合
計
)
中
心
は
十
九
年

後
即
ち
昭
和
二
十
一
年
に
至
り
て
農
耕
(
田
畑
合
計
)
適
地
中
心
に
合
致
す
る
計
算
と
な
る
。

然
れ
ど
も
右
は
上
に
も
之
を
述
べ
た
る
が
如
く
.
北
海
道
聴
の
農
耕
適
地
調
査
を
以
て
正
確
安
嘗
な
る
も
の
と
し
、
遁
内
各
地
域

の
経
情
的
諸
傑
件
の
不
同
と
其
の
盤
化
な
考
慮
外
に
置
き
、
更
に
農
作
各
中
心
の
向
後
の
移
動
速
度
あ
旬
以
て
大
正
九
年
乃
至
昭
和
三

年
の
一
ヶ
年
平
均
移
動
蓮
度
と
等
し
き
も
の
と
見
倣
せ
る
等
幾
多
の
偲
定
の
上
に
立
脚
し
て
算
定
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
も
と
よ

り
現
賓
祉
曾
現
象
は
複
雑
多
岐
な
る
諸
種
の
傑
件
に
依
っ
て
影
響
を
受
け
左
右
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.
従
つ

τ農
作
中
心
向

後
移
動
も
賓
際
に
は
必
す
し
も
上
述
せ
る
属
と
は
一
致
し
な
い
で
あ
ら
う
o

私
は
唯
右
の
偲
定
的
算
定
に
依
つ

τ‘
農
作
小
心
の
般

・
米
の
移
動
の
矯
め
に
働
く
一
つ
の
勢
力
を
見
る
に
止
ま
る
。

ハ
ム
元
)

此
の
川
附
究
e
必
然
す
に
散
り
、
私
ぼ
高
岡
・
中
島
雨
博
士
並
に
波
遜
助
敬
授
の
御
一
部
数
与
受
げ
れ
O

私
の
厚
〈
深
謝
す
る
庭
て
あ
る
O

そ
れ
に
も

拘
ら
ず
斯
く
の
如
、
う
貧
し
き
用
取
ら
給
ぶ
に
過
ぎ
な
か
っ
れ
の
は
私
の
不
敏
の
故
で
あ
る

o
淡
く
恥
づ
る
虎
て
あ
る
O


